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▼外から見た景色

▼旧上田小学校（現：UEDA VILLAGE）の八角堂　７月２日（火）午後１時30分～　19人が出席しました

議会はクールビズに取り組んでいます

2020
秋

市民と語る会は、付せん紙に意見や要望を
書いていただき分野ごとに話を展開しました

令
和

元
年青の付せん紙
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私
た
ち
１
班
は
、
７
月
３
日
・
社
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
、
４
日
・
蒜
山
振
興
局
、
５
日
・

八
幡
公
民
館
の
３
日
間
で
し
た
。
社
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
は
54
名
と
多
く
の
方
の
出
席

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、観
光

バ
ス
で
訪
れ
る
観
光
客
も
い
る
が
、
道
が
狭

く
駐
車
場
や
ト
イ
レ
も
な
い
。
有
害
鳥
獣
被

害
、
特
に
猿
対
策
を
ど
う
に
か
し
て
欲
し
い
。

湯
原
温
泉
病
院
に
介
護
老
人
保
健
施
設
は
で

き
な
い
か
等
、
多
く
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

蒜
山
振
興
局
に
は
９
名
の
参
加
で
し
た
。

市
民
か
ら
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
ス

タ
ッ
フ
は
女
性
だ
け
だ
が
、
男
性
が
採
用
で

き
な
い
の
か
。
河
川
の
浚
渫
は
し
て
も
ら
え

な
い
の
か
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

八
幡
公
民
館
は
、
地
域
か
ら
公
募
の
要
請
を

受
け
、
15
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
ら
か

じ
め
受
け
て
い
た
テ
ー
マ
は
線
路
脇
の
草
刈

り
、
高
速
道
下
農
道
の
舗
装
、
浚
渫
の
３
点
で

し
た
。そ
の
他

市
民
か
ら
は

昨
年
の
豪
雨

で
避
難
し
た

が
、
最
低
で

も
毛
布
、
水
、

ト
イ
レ
が
使

え
る
よ
う
に

し
て
欲
し
い
。

と
厳
し
い
指

摘
を
受
け
ま

し
た
。

　

昨
年
ま
で

の
報
告
会
は

主
に
個
々
の

市
民
に
参
加

い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
今
回
は
、
地
域
団
体
の
公
募
等
、
新

た
な
取
組
で
の
有
意
義
な
報
告
会
で
し
た
。　

合
併
し
て
15
年
、
各
自
治
会
で
の
悩
み
な

ど
、
私
た
ち
議
員
が
地
域
に
出
向
き
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
拝
聴
し
安
心
安
全

な
真
庭
市
を
目
指
さ
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。私
た
ち
議
員
は
市
民
の
代
表
と
し
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

興
局
の
跡
地
の
利
活
用
策
に
つ
い
て
、
議
員

の
報
酬
に
つ
い
て
、
議
員
活
動
で
定
例
会
以

外
の
活
動
に
つ
い
て
、
晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
等
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
河
川
の
浚
渫

に
つ
い
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
助
成
金
等
に
つ

い
て
、
人
口
減
少
に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て

等
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

富
原
公
民
館
で
は
、
災
害
復
旧
工
事
の
復

旧
状
況
に
つ
い
て
、
指
定
避
難
所
の
富
原
小

学
校
の
ト
イ
レ
等
の
改
修
に
つ
い
て
、
医
療

機
関
の
設
置
に
つ
い
て
、
振
興
局
の
職
員
配

置
の
要
望
に
つ
い
て
（
地
元
職
員
配
置
・
災

害
時
の
問
題
）
等
各
会
場
と
も
重
要
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
間
の
都
合
上
全

て
の
ご
質
問
に
お
応
え
出
来
な
か
っ
た
状

況
で
、
後
日

文
章
に
て
回

答
す
る
こ
と

で
ご
了
承
い

た
だ
い
た
地

域
も
あ
り
ま

し
た
。

　

皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た

意
見
を
基
に

政
策
提
言
に

繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後

と
も
宜
し
く

お
願
い
た
し

ま
す
。

　　

「
議
会
報
告
会
＋
市
民
と
語
る
会
」
で
２

班
は
、
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
、
落
合
総
合
セ

ン
タ
ー
、
富
原
公
民
館
の
３
地
区
で
延
べ
51

名
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
１
部
で
は
各

常
任
委
員
会
の
報
告
を
行
い
、
２
部
で
は
各

地
域
の
抱
え
る
課
題
を
中
心
に
有
意
義
な

意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。
御
参
加
い
た
だ

い
た
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

落
合
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
は
、
垂
水

向
津
矢
住
民
会
の
皆
様
の
ご
要
望
に
よ
り

実
施
し
ま
し
た
。ご
意
見
と
し
て
、旧
落
合
振

１

２

班

班

湯
原
、八
束
、河
内
へ

落
合
垂
水
、北
房
、富
原
へ

　

１
班　

班
長 

入
澤　

廣
成

２
班　

班
長 

原　
　

秀
樹

副班長：妹尾智之　      大月説子
緒形　尚　谷本彰良　中本唯資

 

真
庭
市
議
会
報
告
会

　
　

    +

市
民
と
語
る
会 

副班長：福井荘助　     河部辰夫
古南源二　柴田正志　竹原茂三

付せん紙をイメージ
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が
必
要
・
道
徳
が
教
科
化
と
な
り
、
子

ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
・

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
白
紙
で
調
査
す

る
の
か
・
真
庭
全
体
の
観
光
客
が
減
少
し

て
い
る
の
は
鳥
取
県
の
道
路
事
情
も
あ

る
の
で
は
・
土
嚢
は
無
料
で
配
布
す
る
の

か
・
荒
田
、
重
則
地
区
は
ま
に
わ
く
ん
の

幹
線
が
あ
る
の
で
ま
だ
よ
い
が
、
仁
子
、

大
平
地
区
は
高
齢
化
と
人
口
減
少
で
移

動
も
大
変
に
な
っ
て
い
る
・
勝
山
地
区
の

小
、
中
学
校
の
改
修
は
い
か
が
な
も
の

か
・
障
が
い
者
の
就
労
支
援
、
居
場
所
づ

く
り
を
・
有
害
鳥
獣
で
大
変
困
っ
て
い

る
。
有
効
な
対
策
を
取
っ
て
ほ
し
い
等
、

多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
、
人
口
減
少
対
策
、
高
齢

化
対
策
に
つ

い
て
は
各
会

場
と
も
関
心

が
と
て
も
高

い
と
感
じ
ま

し
た
。

　

皆
様
か
ら

い
た
だ
い
た

意
見
を
参
考

に
政
策
提
言

や
議
会
活
動

に
繋
げ
、
今

後
も
市
民
の

負
託
、
信
頼

に
応
え
る
べ

く
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

私
た
ち
４
班
は
、
旧
上
田
小
学
校
、
久

世
公
民
館
、
荒
田
公
民
館
に
出
向
き
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、・
ど
の
地
域
で
も
高

齢
化
に
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
動
を
行

う
労
働
力
、
資
金
等
拠
出
が
難
し
く
な

り
、
地
域
の
草
刈
り
に
も
大
変
苦
労
す

る
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
農
業
基
盤
づ
く

り
・
地
域
の
交
通
手
段
、
高
齢
者
が
免

許
を
返
納
し
た
後
の
生
活
の
足
の
確
保

　

私
た
ち
３
班
は
、
市
民
と
市
政
を
考
え
る

「
議
会
報
告
会
＋
市
民
と
語
る
会
」
を
開
催

し
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
身
近
な
議
会
を
目

指
し
て
、
東
町
住
宅
、
月
田
公
民
館
、
才
東

集
会
所
の
３
会
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
で
は
、
各
常
任
委
員
会
よ
り

活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
応
答
の
後
、

市
民
と
語
る
会
「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
ろ
う
」

に
お
い
て
東
町
住
宅
で
は
、
昼
間
に
開
催
し
、

年
配
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
会
場
の
和

室
で
和
や
か
な
雰
囲
気
で
語
り
あ
い
ま
し

た
。
意
見
と
し
て
は
、
市
営
住
宅
の
環
境
整

備
、
屋
根
の
修
繕
等
、
安
心
安
全
な
生
活
を

求
め
る
意
見
が
多
く
、
自
治
会
と
し
て
要
望

す
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
、
と
て
も
親
し
み

の
あ
る
会
場
で
し
た
。

　

そ
の
他
の
会
場
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
に

関
係
す
る
意
見
と
し
て
、
子
ど
も
を
地
元
に

帰
す
方
法
は
、
地
場
産
業
の
推
進
、
子
ど
も

の
出
生
率
、
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
、

ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
、
場
所
の
確
保
等
が
あ

り
ま
し
た
。
高
齢
者
対
策
と
し
て
移
動
手
段
、

生
活
の
足
の
確
保
、
ま
に
わ
く
ん
の
活
用
見

直
し
、
買
物
難
民
対
策
等
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。　

　

ま
た
、
真
庭
ス
タ
イ
ル
推
進
状
況
や
晴
海
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化
等
の
声

も
聞
き
、
意

見
交
換
を
す

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

多
く
の
貴

重
な
意
見
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

今
後
も
開
か

れ
た
議
会
づ

く
り
に
向
け

頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解

の
ほ
ど
お
願

い
申
し
上
げ

ま
す
。

遷
喬
、月
田
、川
上
へ

田
原
山
上
、遷
喬
、勝
山
へ

３
班　

班
長 

築
澤　

敏
夫

４
班　

班
長 

酢
本　

勝

４班
副班長：中尾哲雄　     岡﨑陽輔
長尾　修　福島一則　山本久惠

３班
副班長：氏平篤正         岩本壯八
小田康文　柿本健治　庄司史郎
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７
月
１
日
～
５
日
、
市
内
12
の
公
民
館
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
令
和
元
年
度
の
議

会
報
告
会
＋
市
民
と
語
る
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
者
の
内
訳
は
、
久
世
東
町
住
宅

９
人
、
月
田
公
民
館
24
人
、
旧
上
田
小
学
校

19
人
、
久
世
公
民
館
10
人
、
落
合
総
合
セ
ン

タ
ー
31
人
、
荒
田
公
民
館
26
人
、
社
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
54
人
、
川
上
才
東
集
会
所
11

全
体
ま
と
め

人
、
北
房
文
化
セ
ン
タ
ー
9
人
、
蒜
山
振
興

局
9
人
、
落
合
八
幡
公
民
館
15
人
、
富
原
公

民
館
11
人
で
、
昨
年
よ
り
60
人
増
え
ま
し
た
。

回
は
「
私
た
ち
の
所
に
来
て
！
」
と

い
う
地
区
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
５

地
区
か
ら
申
込
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
設

定
し
た
会
場
が
狭
く
、
２
地
区
は
該
当
自

治
会
の
み
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
出
席
議
員
の
自
己

紹
介
の
後
、
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
か
ら
、
こ
の
２
年
で
政
策

提
言
し
た
障
が
い
者
の
就
労

支
援
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

支
援
に
つ
い
て
、
総
務
常
任
委

員
会
か
ら
災
害
時
の
私
の
避

難
プ
ラ
ン
の
作
成
と
警
戒
レ

ベ
ル
に
つ
い
て
、
産
業
建
設
常

任
委
員
会
か
ら
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
で
の
道
路
等
の

災
害
復
旧
状
況
に
つ
い
て
、
各
５
分
～
10

分
で
説
明
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
ス
ク
リ
ー
ン
に
資
料
を
映
す
と
と
も

に
、
紙
資
料
も
配
布
し
ま
し
た
。

　

次
に「
地
域
の
課
題
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語

ろ
う
」
と
題
し
て
、
市
民
と
語
る
会
を
展
開

し
ま
し
た
。
付
せ
ん
紙
に
意
見
を
書
い
て
い
た

だ
き
、
ボ
ー
ド
に
分
野
ご
と
に
分
け
て
貼
り
、

各
項
目
ご
と
に
話
を
進
め
て
い
く
方
法
で
実

施
し
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
司
会
も

上
手
く
な
り
、特
別
な
問
題
も
な
く
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
で
き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

築
澤
敏
夫
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

の
コ
メ
ン
ト
「
様
々
な
ご
意
見

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
は
政
策
提
言
へ
と
つ
な
い

で
ま
い
り
ま
す
」

　

議
会
報
告
会
＋
市
民
と
語
る

会
正
副
班
長
・
議
会
運
営
委
員

合
同
会
議
が
ま
と
め
る
正
式
な

報
告
書
は
、
11
月
上
旬
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
及
び
議
会
事
務
局
に

て
閲
覧
で
き
ま
す
。

 

（
文
・
氏
平
）

議
会
報
告
会
＋
市
民
と
語
る
会
に
228
人

    
７
月
１
日
～
５
日 

市
内
　
会
場
で
開
催

12
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今

時期は

議会報告会

市民と
　語る会

感想は

今後の
　参加は

議会広報
　まにわ

ホームページ

①参加しやすかった

②参加しにくかった

③自由意見

①分かりやすかった

②分かりにくかった

③どちらとも…

①分かりやすかった

②分かりにくかった

③どちらとも…

④改善すべき点

①良かった

②普通

③悪い

①今後も参加する

②今後は参加しない

③どちらとも…

①ほとんど読んでいる

②ときどき読む

③読む事がある

④読まない

①よく見る

②ときどき見る

③見た事がある

④見ない

年齢は

性別は

地区名は

何で知った ④市ホームページ

⑤新聞記事

⑥真庭いきいきテレビ

⑦議員・知人から

２０歳未満

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代

８０歳以上

①男性

②女性

①北房

②落合

③久世

④勝山

⑤美甘

⑥湯原

⑦中和

⑧八束

⑨川上

①議会だより

②チラシ

③告知放送

0.0％

0.5％

2.9％

7.7％

23.6％

34.1％

21.6％

9.6％

81.7％

18.3％

3.8％

25.5％

9.6％

29.3％

0.5％

20.7％

1.0％

2.9％

6.7％

28.2％

26.1％

10.9％

2.8％

2.8％

3.5％

16.5％

87.5％

5.3％

0.0％

51.9％

6.3％

32.2％

58.2％

2.9％

22.6％

0.5％

35.1％

24.5％

1.0％

52.9％

1.0％

17.8％

40.4％

28.4％

8.7％

1.4％

10.6％

20.7％

15.9％

27.4％

※１００％にならないのは、その他や回答なしがあるため

議会報告会+市民と語る会
アンケート結果（228名の内208名が回答）

▲7/5　富原公民館 ▲7/3　社コミュニティハウス（中段写真　7/1　久世東町住宅）
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若
い
人
が
少
し
で
も
増
え
て
い
く
政
策

を
…
・
結
婚
問
題
の
推
進
・
い
の
し
し
、

サ
ル
の
駆
除
を
・
議
員
の
定
数
を
検
討
す

べ
き
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ラ
イ
ン
つ
な

が
り
ま
せ
ん
・
南
に
ば
か
り
力
を
入
れ
て

い
る
…
・
老
人
の
問
題
は
直
近
の
緊
急
課

題
・
議
会
は
行
政
へ
積
極
的
に
も
の
を
い

う
こ
と
が
大
切
・
最
近
の
市
は
私
た
ち
を

置
き
去
り
に
し
て
新
し
い
こ
と
を
進
め
て

い
る
・
人
を
集
め
る
時
が
き
て
い
る
の
で

は
と
思
う
（
一
極
集
中
）・
明
る
い
住
み
よ

意
見
感
想

提出を求めてお

り、平成30年度の

精算内容を議会

ホームページ及び

議会事務局にて公

開しています。

　政務活動費は、地方自治法に基づき「真庭市議

会政務活動費交付条例」で定められた議員の調査

研究その他の活動に費やすため必要な経費とし

て交付されます。月額３万円を年度当初に一括交

付し、残余がある場合は返還することになってい

ます。真庭市議会では１円以上のすべての領収書の

い
真
庭
に
し
て
…
・
Ｍ
Ｉ
Ｔ
を
欠
か
さ
ず

見
て
い
る
・
前
回
津
田
地
区
で
参
加
し
た

時
よ
り
、
議
員
の
報
告
や
対
応
も
随
分
好

印
象
・「
市
議
は
副
業
」
と
思
わ
ず
、
市

政
発
展
の
た
め
に
努
力
を
・
市
に
な
り
職

員
の
態
度
悪
く
、
適
当
過
ぎ
・
明
日
は
我

が
身
、
福
祉
の
事
を
も
っ
と
本
気
で
…
・

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
無
料
化
・
北
房
の
ホ
タ

ル
の
取
組
を
全
市
の
取
組
に
・
空
家
を
地

域
で
利
用
す
る
と
税
と
光
回
線
料
金
免
除

を
・
議
員
間
の
自
由
討
議
を
実
施
し
て
は
。

Ｉ
Ｔ
で
「
議
会
の
時
間
」
を
設
け

て
、
情
報
発
信
し
て
ほ
し
い
・
久
世

の
学
童
保
育
は
、
ニ
ー
ズ
は
あ
る
が
断
っ

て
い
る
状
況　

施
設
、
人
員
を
充
実
し
、
子

育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
・
市
民
の
声
を

集
め
て
、
討
論
し
て
、
政
策
提
言
の
流
れ

は
と
て
も
良
い
・
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
・
視
察
報
告
会

を
開
催
し
、
市
民
や
市
政
に
還
元
し
て
ほ

し
い
・
広
報
活
動
の
基
本
は
、
足
を
使
っ

て
語
る
こ
と
・
市
民
の
声
を
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
、
し
っ
か
り
と
市
政
へ
伝
え
て
・

議
員
主
催
に
よ
る
「
外
国
人
妻
の
会
」
を

作
っ
て
ほ
し
い
。　

（
広
報
委
員
が
抜
粋
）

　

来
年
も
開
催
す
る
方
向
で
調
整
し

て
い
ま
す
。
時
期
は

未
定
で
す
が
、
今
年

と
同
じ
班
編
成
で
、

各
地
を
訪
問
す
る

予
定
で
す
。

来
年
も
開
催

政務活動費を公表

（円、五十音順）

議　員　氏　名 交　付　額

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

精　算　額

151,492 

113,536 

229,961 

199,618 

15,512 

257,738 

206,561 

360,000 

200,821 

262,123 

342,651 

174,804 

返　還　額

208,508

246,464

130,039

160,382

344,488

102,262

153,439

0

159,179

97,877

17,349

185,196

議　員　氏　名 交　付　額

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

360,000 

8,640,000合　　計 5,053,593 3,586,407

精　算　額

345,789 

150,181 

298,063 

218,001 

23,912 

185,848 

193,801 

179,904 

224,323 

360,000 

212,415 

146,539 

返　還　額

14,211

209,819

61,937

141,999

336,088

174,152

166,199

180,096

135,677

0

147,585

213,461

入澤　廣成

岩本　壯八

氏平　篤正

大月　説子

岡﨑　陽輔

緒形　　尚

小田　康文

柿本　健治

河部　辰夫

古南　源二

柴田　正志

庄司　史郎

妹尾　智之

竹原　茂三

谷本　彰良

築澤　敏夫

長尾　　修

中尾　哲雄

中元　唯資

酢本　　勝

原　　秀樹

福井　荘助

福島　一則

山本　久惠

平成 30 年度の政務活動費の交付状況

▲議会報告会+市民と語る会正副班長会メンバー

　議会運営委員会（Ｐ21写真）と共に計画しました

妹尾

氏平
中尾

築澤

入澤

原

福井

付せん紙をイメージ

Ｍ

Summe
r
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
地
方
創
生
の
取
組
を

通
じ
て
、
永
続
的
発
展
の
実
現
を
目
指
す

地
域
循
環
共
生
圏
推
進
事
業
246
万
円
、
旧

中
津
井
小
学
校
・
幼
稚
園
解
体
事
業
６
，

２
５
９
万
円
、
地
球
温
暖
化
防
止
を
目
指

す
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
推
進
事
業
243
万
円
、

低
所
得
者
等
を
対
象
と
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
６
，
１
７
４
万
円
、
バ
イ

オ
液
肥
の
散
布
体
制
を
構
築
す
る
液
肥
活

用
推
進
事
業
800
万
円
、
蒜
山

⇔

晴
海
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
４
，
０
０
０
万
円
。

市
議
会
議
員
人
件
費
１
，
２
０
５
万
円
。

【討
論
あ
り
】【
反
対
】
岡
﨑
陽
輔
　
議
員

　

商
工
観
光
費　

蒜
山
晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
事
業
に
係
る
予
算
は
全
額
削
除

し
、
明
確
な
維
持
管
理
運
営
方
針
と
維
持

管
理
コ
ス
ト
を
明
ら
か
に
し
て
、
あ
ら
た

め
て
地
域
住
民
の
声
を
聞
く
こ
と
が
必
要

だ
。
予
算
組
み
替
え
を
市
長
に
求
め
る
。

理
由
は
先
の
議
案
第
53
号
の
反
対
理
由
と

同
趣
旨
で
あ
る
。

【
賛
成
】
な
し

▼
議
案
に
賛
成
し
た
議
員
・
・
緒
形
尚
、
妹

尾
智
之
、
岩
本
壯
八
、
福
島
一
則
、
柴
田

正
志
、
谷
本
彰
良
、
原
秀
樹
、
山
本
久
惠
、

竹
原
茂
三
、
庄
司
史
郎
、
酢
本
勝
、
河
部

辰
夫
、
長
尾
修
、
入
澤
廣
成
、
福
井
荘
助
、

柿
本
健
治
、
中
元
唯
資
、
小
田
康
文
、
大

月
説
子
、
築
澤
敏
夫
、
氏
平
篤
正

▼
議
案
に
賛
成
し
な
か
っ
た
議
員
・
・
岡
﨑

陽
輔
、
中
尾
哲
雄　
　

  
※
議
席
番
号
順

【
変
更
理
由
】
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務

所
が
デ
ザ
イ
ン
監
修
し
、
真
庭
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ

（
直
交
集
成
板
）
を
使
用
し
た
展
示
施
設
を

東
京
晴
海
か
ら
蒜
山
に
移
築
し
、
新
た
な
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
と
す
る
。
観
光
客
誘
致
及
び
芸

術
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
活
用
し
、
真
庭

全
体
の
地
域
経
済
の
活
性
化
を
推
進
す
る
。

【討
論
あ
り
】【
反
対
】
岡
﨑
陽
輔
　
議
員

　

①
蒜
山
の
振
興
は
積
極
的
に
行
う
べ
き
だ

が
、
ハ
ー
ド
先
行
で
な
く
、
計
画
段
階
か
ら
住

民
と
の
合
意
形
成
を
図
る
べ
き
、
プ
ロ
セ
ス

が
逆
だ
。
②
建
物
の
運
営
方
針
、
維
持
管
理

費
用
、
事
業
効
果
を
十
分
検
討
し
た
上
で
判

断
す
べ
き
。
③
多
額
の
経
費
を
伴
う
事
業
は
、

市
民
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
慎
重
に
求
め
る
。

【
賛
成
】
な
し

▼
議
案
に
賛
成
し
た
議
員
・
・
緒
形
尚
、
妹

尾
智
之
、
岩
本
壯
八
、
福
島
一
則
、
柴
田

正
志
、
谷
本
彰
良
、
原
秀
樹
、
山
本
久
惠
、

竹
原
茂
三
、
酢
本
勝
、
河
部
辰
夫
、
長
尾

修
、
入
澤
廣
成
、
福
井
荘
助
、
柿
本
健
治
、

中
元
唯
資
、
小
田
康
文
、
大
月
説
子
、
築

澤
敏
夫
、
氏
平
篤
正
▼
議
案
に
賛
成
し
な

か
っ
た
議
員
・
・
岡
﨑
陽
輔
、
庄
司
史
郎
、

中
尾
哲
雄　
　
　
　
　

  

※
議
席
番
号
順

令和元年６月第３回真庭市議会6   　会期5月31日 6月21日～

2億1,582万円を可決しました

令和元年度６月補正予算

（単位：万円、千円を四捨五入）

【主な内容】今回の一般質問は12人
・補正予算１件を可決 議案７件を可決
・請願１件を採択　陳情９件のうち、２件を採択、１件を趣旨採択、１件を不採択、
　５件を継続審査としました

493億5,686万円493億5,686万円
補正後の全会計予算額

5億9,224万円（1.2％）増5億9,224万円（1.2％）増
対 前 年 比

一般会計
特別会計

公営企業会計

２億１,５８２万円
０万円
０万円

２９８億０,３８２万円
１３０億６,４６０万円
６４億８,８４５万円

２.６％増
増減なし
２.４％減

６月補正額 対前年比補正後予算額

蒜
山

⇔

晴
海
プ
ロ
ジェク
ト

調
査
費
に
４
０
０
０
万

　
　

一
般
会
計　

主
な
歳
出

（議案第53号）財源として過疎債を
活用するため、真庭市過疎地域自立
促進市町村計画に蒜山⇔晴海プロ
ジェクト推進事業を計上しました。

過疎計画を変更

絵
は
イ
メ
ー
ジ
▼

６月議会の会議録は９月上旬、ホームペ
ージ及び議会事務局で閲覧できます

© Kengo Kuma & Associates
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標
準
使
用
年
数
、
使
用
時
間

を
超
え
経
年
劣
化
に
よ
り
作
業

効
率
低
下
の
た
め
、
除
雪
ド
ー

ザ
（
８
ｔ
級
）
２
台
を
購
入
し

ま
し
た
。（
川

上
・
八
束
に

配
備
）

　

ま
た
、
高

規
格
救
急
自

動
車
１
台
を

購
入
し
、
美

新
分
署
へ
配

備
し
ま
す
。

　

真
庭
市
上
水
田
英
賀
ス
ポ
ー

ツ
公
園
の
閉
鎖
に
伴
い
、
屋
根
付

き
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
一
括
管

理
を
、
北
房
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

に
一
任
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳

情
で
す
。
こ
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

は
、
真
庭
市
民
の
大
会
会
場
と
し

て
、
ま
た
北
房
協
会
会
員
の
練
習

場
等
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
愛
好
す

る
市
民
の
大
切
な
施
設
で
あ
る

た
め
、
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致

で
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

を
行
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
学
校
給
食
費
の
明
確
化
と
会

計
処
理
の
透
明
化
等
や
教
職
員

の
事
務
負
担
の
軽
減
、
保
護
者
の

利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
有
る
生

徒
の
減
免
基
準
は
有
る
か

細
か
い
分
類
は
で
き
な
い

が
、
牛
乳
の
摂
取
の
有
無

な
ど
考
慮
し
て
い
る
。

真
庭
市
学
校
給
食
審
議

会
メ
ン
バ
ー
は
真
庭
市
全

体
で
人
選
を

委
員
は
、
真
庭
市
内
で
15

名
以
内
を
想
定
し
て
い
る
。

AA QQ

　

株
式
会
社
お
ち
あ
い
振
興
公

社
か
ら
一
般
財
団
法
人
真
庭
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
に
、
法
人
格
を

変
更
し
ま
す
。
指
定
管
理
運
営
の

内
容
は
同
じ
で
、
期
間
は
令
和
６

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

【
採
択
】
教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
２
分
の
１

復
元
を
は
か
る
た
め
の
２
０
２

０
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見

書
採
択
の
要
請
に
つ
い
て
陳
情

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で
採

択
と
決
し
、
意
見
書
を
内
閣
総
理

大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
な
ど
６
人

に
提
出
し
ま
し
た
。

【
趣
旨
採
択
】

　

奥
山
等
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
放
置

人
工
林
を
、
森
林
環
境
譲
与
税

（
仮
称
）
で
順
次
計
画
的
に
皆
伐

を
進
め
、
天
然
林
に
戻
す
こ
と
を

求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
と
異
な
る
が
趣
旨
は
理
解

で
き
る
と
、
審
査
の
結
果
、
趣
旨

採
択
と
決
し
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
費
を
こ
れ
ま
で
の

私
会
計
方
式
か
ら
、
公
会
計
方

式
に
移
行
す
る
た
め
に
、
学
校
給

食
費
の
管
理
に
関
し
て
条
例
を

制
定
し
、
合
わ
せ
て
教
育
委
員
会

の
付
属
機
関
に
真
庭
市
学
校
給

食
審
議
会
を
新
た
に
設
置
等
す

る
た
め
に
条
例
の
所
要
の
改
正

主な

議決
内容

おいしい給食いただきます 月田小学校

▶
除
雪
ド
ー
ザ

解体する旧中津井小学校校舎

財団が管理する落合白梅体育館

英賀スポーツ公園のゲートボール場

給
食
費
を
公
会
計
方
式
に

車
３
台
を
購
入

真
庭
ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
が
誕
生

教
職
員
定
数
改
善

奥
山
を
天
然
林
に

旧中津井小用地を売却
　昨年北房地域４小学校の統合により、

廃校となりました旧中津井小学校と旧中

津井幼稚園は、本年末までに解体し、令和

２年３月までに「社会福祉法人吉美会」へ

3,367万円で売却します。

陳
情

Q：Question=問　A：Answer=答

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
を
管
理
【採
択
】

次
ペ
ー
ジ
へ

7
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【不
採
択
】

　

真
庭
市
の
歴
史
的
民
家　

目

木
構（
め
き
が
ま
え
）の
保
存
と
調

査
・
公
開
に
つ
い
て
の
要
望
書
が

目
木
構
研
究
会
よ
り
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
委
員
会
の
決
定
ど

お
り
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

①
解
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
建
物
や
庭
園
、
ム
ク
ノ
キ
等
の

調
査
は
し
た
の
か
。
③
模
型
や
映

像
を
制
作
す
る
の
か
。
④
小
学
校

等
に
展
示
室
を
設
け
る
の
か
。

①
10
月
に
入
札
、
10
月
末

か
ら
解
体
を
始
め
、
来
年

３
月
に
完
了
し
、
更
地
に
し
て
返

却
す
る
と
地
権
者
と
約
束
し
て

【討
論
あ
り
】【
反
対
】

中
尾
哲
雄
議
員

　

文
化
遺
産
を
地
域
の
誇
り
と

し
て
後
世
に
伝
え
て
い
く
よ
う

な
要
望
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
が

進
め
て
い
る
ふ
る
さ
と
を
知
り
、

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
、
愛
情
を
育

む「
郷
育
教
育
」に
結
び
つ
く
も
の

で
、
市
の
考
え
方
に
合
致
す
る
も

の
。325
名
に
の
ぼ
る
署
名
が
あ
り
、

市
民
の
切
実
な
要
望
に
沿
い
、
委

員
会
の
決
定
に
反
対
す
る
。

【
賛
成
】竹
原
茂
三
議
員

　

目
木
構
の
保
存
に
つ
い
て
は
、

地
権
者
の
要
望
で
取
壊
す
た
め
、

当
初
予
算
に
上
程
さ
れ
、
議
会
に

お
い
て
議
決
し
て
い
る
。
ま
た
保

存
、
調
査
・
成
果
報
告
に
つ
い
て

も
325
名
の
署
名
を
受
け
止
め
、
執

行
部
に
お
い
て
検
討
す
る
と
の

こ
と
で
あ
る
の
で
委
員
会
の
決

定
に
賛
成
す
る
。

▼
陳
情
採
択
に
賛
成
し
た
議

員
・・
中
尾
哲
雄　

▼
賛
成
し
な
か
っ
た
議
員
・
・
緒

形
尚
、
妹
尾
智
之
、
岩
本
壯
八
、

福
島
一
則
、
岡
﨑
陽
輔
、
柴
田
正

志
、
谷
本
彰
良
、
原
秀
樹
、
山
本

久
惠
、
竹
原
茂
三
、
庄
司
史
郎
、

酢
本
勝
、
河
部
辰
夫
、
長
尾
修
、

入
澤
廣
成
、
福
井
荘
助
、
柿
本
健

治
、
中
元
唯
資
、
小
田
康
文
、
大

月
説
子
、
築
澤
敏
夫
、
氏
平
篤
正

　
　
　
　
　
　

※
議
席
番
号
順

　
「
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
」請
願
の
審
査
は
、
社
会
保
障
費
関

連
を
は
じ
め
と
し
た
増
大
す
る
地
方

自
治
体
の
財
政
需
要
に
対
応
す
る
た

め
更
な
る
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
国
に
求
め
る
も
の
で
す
。
審
査
の

結
果
、
全
会
一
致
で
採
択
と
決
し
、
意

見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣

な
ど
７
人
に
提
出
し
ま
し
た
。

【継
続
審
査
】（   

）は
陳
情
者

◆「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
契
機
と
し
た
真
庭
市
全
体
の

地
域
振
興
に
つ
い
て
の
陳
情
書

（
真
庭
商
工
会
）◆
陳
情
書
・
・
・「
Ｃ

Ｌ
Ｔ
晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実

現
と
観
光
振
興
に
つ
い
て（
一
般

社
団
法
人
真
庭
観
光
局
）◆「
Ｃ
Ｌ

Ｔ
晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い

て
の
陳
情
書
（
真
庭
森
林
組
合
、

真
庭
木
材
事
業
協
同
組
合
）
◆
辺

野
古
新
基
地
建
設
の
即
時
中
止

と
、普
天
間
基
地
の
沖
縄
県
外
・
国

外
移
転
に
つ
い
て
、
国
民
的
議
論

に
よ
り
、
民
主
主
義
及
び
憲
法
に

基
づ
き
公
正
に
解
決
す
る
べ
き
と

す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情（「
新
し
い
提
案
」
実
行
委
員

会
）
◆
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
即

時
中
止
と
、
普
天
間
基
地
の
沖
縄

県
外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
、国
民

的
議
論
に
よ
り
、
民
主
主
義
及
び

憲
法
に
基
づ
き
公
正
に
解
決
す

る
べ
き
と
す
る
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
陳
情（
全
国
青
年
司
法
書

士
協
議
会
）

６月定例会６月定例会

主な

議決
内容

A Q

い
る
。
②
建
物
の
調
査

は
Ｈ
28
に
終
了
し
て
い

る
。庭
園
、
ム
ク
ノ
キ
は

そ
の
ま
ま
残
す
。
③
内

容
の
検
討
が
必
要
だ

が
前
向
き
に
考
え
て
い

る
。④
非
常
に
難
し
い
。

１０月末から解体する目木構（東側から撮影）

庭園とムクノキは残します

地
方
財
政
の

充
実・強
化

請
願

傍
聴
さ
れ
る
方
は
４
階
へ

　

真
庭
市
議
会
の
本
会
議
・
委
員
会
を
間
近

で
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
議
会
広
報
の
紙

面
で
は
、
お
伝
え
で
き
な
い
議
員
の
生
の
活

動
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議
会
開
会

中
に
真
庭
市
役
所
４
階
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
議
場
の
入
り
口
で
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
ご
記
入
い
た
だ
け
れ
ば
、
簡
単
に
傍 

聴
席
へ
お
入
り
い
た
だ
け
ま
す
。
傍
聴
席
は

30
席
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
様
子
は
真
庭
い
き
い
き

テ
レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
員
の

発
言
の
際
、
傍
聴
席
が
生
中
継
に
映
り
込
む

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▶
６
月
定
例
会
の
様
子

Q：Question=問　A：Answer=答

前
ペ
ー
ジ
か
ら

【採
択
】
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が
ら
連
携
し
て
作
成
す
る
も
の
で
あ
り
、

取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
は
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

本
委
員
会
で
は
、
市
民
の
安
全
・

安
心
の
確
保
は
最
重
要
課
題
で

あ
り
、
議
会
と
し
て
も
市
民
の

皆
さ
ん
へ
早
急
に
情
報
提
供
を

行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
、「
私

の
避
難
プ
ラ
ン
（
個
別
計
画
）」

を
、
７
月
１
日
か
ら
実
施
し
た

議
会
報
告
会
で
の
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
、
広
く
周
知
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し

な
が
ら
、 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
調
査
研
究
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
行
わ
れ
た
地
域
防

災
説
明
会
の
後
、
各
自
治

会
で
決
定
し
た
指
定
緊
急
避
難

場
所
が
、
新
た
な
防
災
マ
ッ
プ
に

掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

避
難
場
所
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
各
振
興
局
単

位
で
地
元
へ
意
見
を
伺
っ
て
い

　

本
委
員
会
で
は
、
５
月
15
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　

真
庭
市
で
も
多
く
の
被
害
が
発
生
し
た

西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
早
一
年
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
教
訓
と
し
、「
命
を

守
る
」
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
「
自
助
」

「
共
助
」
「
公
助
」
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
お

け
る
地
域
の
防
災
力
強
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
の
防
災
説
明
会
で
判

明
し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
地
域
か

ら
の
意
見
を
反
映
し
、
指
定
緊
急
避
難
場

所
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
６
月
か

ら
７
月
に
か
け
て
市
内
14
箇
所
で
防
災
説

明
会
を
開
催
し
、
地
域
の
防
災
意
識
の
さ

ら
な
る
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

今
回
は
特
に
、 

災
害
発
生
時
の
迅
速
か

つ
的
確
な
避
難
支
援
の
た
め
、
支
援
の
必

要
な
方
一
人
ひ
と
り
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ

め
個
別
の
対
応
方
法
を
ま
と
め
て
お
く

「
私
の
避
難
プ
ラ
ン
（
個
別
計
画
）
」
の
作

成
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
市
が
自
主
防
災
組
織
へ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
防
災
説
明
会
に
お
い

て
も
改
め
て
確
認
し
て
、
防
災
マ
ッ
プ
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

■
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
と
は

　

真
庭
市
で
は
、
人
口
や
財
政
規
模
に
応

じ
た
適
正
な
公
共
施
設
等
の
配
置
を
行

い
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
実
現
し

て
い
く
た
め
、
平
成
29
年
３
月
に
「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
、
公

共
建
築
物
の
延
床
面
積
を
40
年
間
で
40
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

真
庭
市
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
施
設
の
再
配

置
を
検
討
す
る
上
で
は
、
面
積
や
施
設
数

を
一
律
に
削
減
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る

た
め
、
中
・
長
期
的
な
視
点
が
重
要
と
の

認
識
に
立
ち
、
目
標
達
成
に
向
け
て
施
設

分
類
ご
と
に
策
定
し
た
今
後
10
年
間
の
具

体
的
な
方
針
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
真
庭
市
の
こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
の

あ
り
方
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

施
設
の
維
持
・
廃
止
・
統
合
と
い
っ

た
選
定
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

の
か
。

今
回
の
方
針
は
、
施
設
ご
と
の
個
別

計
画
策
定
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、

施
設
分
類
ご
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
方

針
の
中
で
該
当
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、

個
別
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。
廃
止
や
統

合
の
場
合
は
、
地
元
へ
の
説
明
等
で
き
る

限
り
早
く
周
知
す
る
。

提
供
す
る
情
報
を
元
に
、
自
主
防
災
組
織

を
中
心
と
し
て
、
民
生
委
員
や
社
協
・
自

治
会
等
の
直
接
支
援
に
携
わ
る
メ
ン
バ
ー

が
、
要
支
援
者
本
人
の
意
向
を
尊
重
し
な

《

危
機
管
理
課
》

《

総

務

部

》

A

A

Q

Q

総務常任委員会総務常任委員会

Q：Question=問　A：Answer=答

逃げ遅れゼロへ！　真庭市も警戒レベルによる避難情報を開始
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本
委
員
会
で
は
、
５
月
17
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
自
動
車
文
庫
運
行
ス
タ
ー
ト

　

生
涯
学
習
課
か
ら
自
動
車
文
庫
運
行
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
図
書
館
の
利
用
が

不
便
な
方
の
本
を
読
む
機
会
や
学
習
す
る

機
会
を
充
実
す
る
た
め
に
１
，
０
０
０
冊

程
度
の
書
籍
を
乗
せ
て
運
行
す
る
も
の
で

す
。
個
人
の
貸
し
出
し
を
対
象
と
し
、
貸
出

冊
数
は
１
人
に
つ
き
10
点
以
内
で
、
貸
出

期
間
は
次
の
巡
回
日
ま
で
、
１
か
月
に
１

回
の
周
期
で
30
か
所
を
巡
回
す
る
計
画
で

す
。
巡
回
場
所
は
10
人
程
度
の
利
用
者
が

見
込
め
る
安
全
で
人
が
集
ま
り
や
す
く
、

十
分
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い

る
小
学
校
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
を
中

心
に
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
試

行
運
行
を
行
い
、
７
月
上
旬
か
ら
本
格
稼

働
が
始
ま
り
ま
す
。

　

車
体
に
は
「
ま
に
ぞ
う
」
の
絵
を
ラ
ッ

ピ
ン
グ
し
、
子
ど
も
達
を
は
じ
め
、
皆
さ

ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
自
動
車
文
庫

運
行
を
目
指
し
ま
す
。

に
事
業
に
取
り
組
み
た
く
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
要
求
す
る
。

■
共
助
に
よ
る
地
域
の
“
あ
し
”
の
構
築

　

を
目
指
し
て

　

く
ら
し
安
全
課
か
ら
共
助
に
よ
る
地
域

の

〝
あ
し〟

構
築
事
業
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

や
地
域
自
主
組
織
な
ど
の
地
域
主
体
に
よ

る
地
域
内
交
通
の
仕
組
み
づ
く
り
と
、
モ

デ
ル
地
区
に
よ
る
運
行
準
備
に
係
る
支
援

を
行
う
も
の
で
す
。
通
学
・
通
院
・
住
民

主
体
の
地
域
振
興
・
地
域
内
雇
用
・
市
内

消
費
の
促
進
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
住
民
活
動

の
根
幹
を
支
え
る
部
分
で
あ
る
〝
地
域
の

あ
し〟
を
構
築
し
ま
す
。

　
有
償
運
送
を
各
地
域
で
地
域
主
体

に
よ
っ
て
行
う
事
業
の
支
援
を
す

る
。今
年
度
は
地
域
内
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
試

行
運
行
に
向
け
た
補
助
事
業
を
行
う
。

モ
デ
ル
地
区
は
ど
の
地
区
を
検
討
し

て
い
る
の
か
。

事
業
実
施
を
く
ら
し
安
全
課
に

示
し
て
い
る
二
川
地
区
と
津
田

地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
検
討
し
て

い
る
。ま

に
わ
く
ん
を
最
大
限
活
用
し
た
や

り
か
た
は
で
き
な
い
か
。

地
域
の
拠
点
ま
で
を
地
域
内
の
運

送
を
し
、
そ
れ
か
ら
既
存
の
ま
に

わ
く
ん
を
活
用
し
て
移
動
す
る
と
い
う
や

り
方
も
検
討
す
る
。

ル
チ
ョ
イ
ス
推
進
事
業
に
は
エ
コ
キ
ャ
ン

ド
ル
教
室
や
小
水
力
発
電
実
証
検
討
な
ど

の
事
業
が
あ
り
ま
す
。
小
水
力
発
電
は
蒜

山
へ
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
補
助
金
の
活
用

に
よ
り
、
省
エ
ネ
家
電
体

験
講
座
や
ク
ー
ル
チ
ョ
イ

ス
エ
コ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講

座
を
は
じ
め
、
新
た
に
６
事

業
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

２
０
２
０
年
度
か
ら
小
学
校

の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
必
修
化

に
よ
り
注
目
が
集
ま
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
活
用
し
て

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
験
を
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
先
進
的

な
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

補
正
予
算
を
要
求
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な

ぜ
今
な
の
か
。
急
ぎ
す
ぎ

で
は
。ク

ー
ル
チ
ョ
イ
ス
推

進
事
業
は
幼
児
、
小

中
学
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
て
お
り
、
夏
休
み
の
時
期

■
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
で
省
エ
ネ
体
験

　

環
境
課
か
ら
６
月
補
正
予
算
要
求
事
業

と
し
て
真
庭
市
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
推
進
事

業
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
真
庭
市
ク
ー

A

AAA

Q

QQQ

《

教
育
委
員
会
》

文教厚生常任委員会文教厚生常任委員会

《

生
活
環
境
部
》

ど
う
い
う
仕
組
み
の
事
業
な
の
か
。

勝山こども園児と祝う新しい自動車文庫　ブックるんまにわ
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本
委
員
会
で
は
、
５
月
16
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、

調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進

　

農
業
振
興
課
か
ら
、
岡
山
県
を
代
表
機

関
と
し
て
、
市
、
岡
山
大
学
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
岡
山
、
㈱
中
四
国
ク
ボ
タ
等
と
共
同
実

証
機
関
を
形
成
し
実
施
す
る
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
真
庭
ス
マ
ー
ト
農
業
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
事
組
合
法
人
寄
江
原
が
生
産
者
と
な

り
、
直
進
ア
シ
ス
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
、
直
進

キ
ー
プ
田
植
え
機
、
収
量
・
食
味
コ
ン
バ

イ
ン
等
や
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
収
量
増
と
労
働
時
間
の
削
減
に
よ
る

集
落
営
農
組
織
の
経
営
の
改
善
を
目
指
し

ま
す
。
併
せ
て
実
施
す
る
液
肥
活
用
推
進

事
業
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
営
農
管
理
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
、
コ
ス
ト
や
効
果
を
実

証
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

バ
イ
オ
液
肥
の
効
率
的
な
散
布
体
系

を
確
立
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
機
械

は
市
が
購
入
し
て
整
備
す
る
の
か
。

機
械
整
備
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
等

を
明
ら
か
に
し
、
リ
ー
ス
や
補
助
金

■
湯
原
温
泉
観
光
客
の
推
移

　

湯
原
振
興
局
か
ら
、
湯
原
温
泉
の
観
光

デ
ー
タ
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

湯
本
温
泉
館
は
、
30
年
度
の
入
込
客
が

４
４
，８
３
３
人
。
29
年
度
か
ら
比
べ
91
％

で
、
４
，
５
７
3
人
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

要
因
は
、
昨
年
の
７
月
豪
雨
の
影
響
に
よ

り
、
前
年
度
比
７
月
は
63
％
、
８
月
は
87
％

と
大
き
く
減
少
し
、
秋
は
90
％
台
に
回
復

し
ま
し
た
が
、
夏
の
影
響
が
大
き
か
っ
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
湯
原
温
泉
の

宿
泊
客
数
は
30
年
度
12
万
６
，
７
０
２
人

で
、
前
年
度
か
ら
５
，
０
６
３
人
の
減
と

の
こ
と
で
す
。

す
。
財
源
は
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
、
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、
過
疎
債
を
充
て
る

予
定
で
あ
り
、
市
の
実
質
負
担
は
約
3.6
億

円
と
の
こ
と
で
す
。

晴
海
で
展
示
し
て
い
た
建
築
物
を
蒜

山
に
移
築
と
聞
い
て
い
た
が
、
移
築

時
に
7.6
億
円
支
払
う
。
部
材
購
入
費
が
高
す

ぎ
る
の
で
は
。

１
年
間

の
減
価

償
却
を
見
た

妥
当
な
金
額

と
認
識
し
て

い
る
。
廃
材
を

貰
っ
て
く
る
わ

け
で
は
な
く
、 

当
初
か
ら
部

材
購
入
前
提

で
話
を
進
め

て
い
た
が
、
議

会
に
う
ま
く

伝
わ
っ
て
い

な
か
っ
た
の
は

説
明
不
足
で

あ
っ
た
。

《
湯
原

振
興
局
》

A

A

等
、
費
用
対
効
果
を
考
え
、
今
後
検
討
す
る
。

■
蒜
山

⇔

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

産
業
政
策
課
か
ら
、
真
庭
産
材
を
使
用

し
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
東
京
晴

海
に
、
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務
所
が

デ
ザ
イ
ン
し
、
三
菱
地
所
㈱
が
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の

構
造
物
を
建
築
、
１
年
間
展
示
施
設
と
し

て
運
用
し
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、

蒜
山
に
移
築
す
る
蒜
山

⇔

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
蒜
山
地
域
振
興
計
画
基
本
構

想
の
策
定
、
地
質
調
査
、
測
量
等
の
基
本

調
査
、
そ
の
他
を
実
施
し
ま
す
。
蒜
山
の

入
込
客
数
300
万
人
か
ら
211
万
人
に
落
ち
込

ん
で
い
る
中
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ビ
リ
オ
ン
を
真

庭
全
体
、
湯
原
等
も
含
め
た
観
光
の
起
爆

剤
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ビ
リ
オ
ン
の
構
想
だ
け
で

な
く
、
蒜
山
全
体
の
振
興
計
画
を
作
り
、

そ
の
一
つ
と
し
て
晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

あ
る
と
の
位
置
づ
け
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
移
設
費
用

は
、
工
事
費
4.4
億
円
、
晴
海
の
部
材
（
Ｃ

Ｌ
Ｔ
）
を
購
入
す
る
部
材
購
入
費
7.6
億
円
、

土
地
造
成
費
等
が
別
に
必
要
で
、
移
設
費

用
は
概
算
で
約
16
億
円
を
予
定
し
て
い
ま

《

産

業

観

光

部

》

産業建設常任委員会産業建設常任委員会

Q

Q

巫
み こ

女と使いが温泉に感謝し菖
しょうぶ

蒲を投入！　6.26露天風呂の日
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で
事
業
を
進
め
る
の
か
。
議
会
軽
視
で
あ
る
。

市
長
自
身
が
説
明
す
べ
き
。」
と
強
い
意
見
が

あ
り
、
市
長
の
出
席
を
求
め
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
、
太
田
市
長
は
、「
水
面
下
の
交

渉
で
あ
り
、議
会
に
報
告
で
き
な
か
っ
た
。
事

業
費
は
15
～
16
億
円
を
想
定
し
て
い
る
。
地

方
創
生
交
付
金
等
を
活
用
し
、
実
質
負
担
は

５
億
円
程
度
。
蒜
山
に
パ
ビ
リ
オ
ン
棟
と
美

術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
併
設
し
、
観
光
客
を
誘
致

す
る
。
蒜
山
の
風
雪
に
耐
え
う
る
建
物
と
す

る
。」
が
主
な
内
容
で
し
た
。

　

３
月
定
例
会
で
晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
し
、
市
長
の
考
え
を
問
う
一
般
質
問
を

３
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
、
真
庭
商
工
会
、
一
般
社
団
法

人
真
庭
観
光
局
、
真
庭
森
林
組
合
、
真
庭
木

材
事
業
協
同
組
合
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
ほ
し
い
旨

の
陳
情
書
の
提
出
が
あ
り
、
６
月
定
例
会
で

審
議
の
結
果
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

費
用
対
効
果
は
高
い
の
か
、低
い
の
か
。
建

設
場
所
は
ど
う
な
の
か
。
ど
う
維
持
管
理
す

る
の
か
。
議
会
は
た
だ
今
調
査
研
究
中
で
す
。

行
う
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

様
々
な
報
道
が
あ
る
中
「
議
会
は
た
だ
今

調
査
研
究
中
」
と
市
民
に
伝
え
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
、
２
ペ
ー
ジ
の
特
集
を
組
み
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
記
し
ま
す
と
、
２
月

12
日
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
村
の
近
く
に
隈
研
吾
建
築
都
市

設
計
事
務
所
設
計
の
展
示
施
設
を
三
菱
地
所

が
建
築
し
、２
０
１
９
年
秋
か
ら
２
０
２
０
年

秋
ま
で
の
１
年
間
、
文
化
・
情
報
発
信
拠
点

と
し
て
運
用
し
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
了
し

た
ら
、
蒜
山
に
移
築
す
る
。」
と
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
議
員
全
員
が
詳
細
を
聞
く
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
、
議
会
全
員
協
議
会
で
説
明

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

２
月
14
日
、
太
田
昇
市
長
、
三
菱
地
所
株

式
会
社
執
行
役
社
長　

吉
田
淳
一
氏
、
建
築

家　

隈
研
吾
氏
に
よ
る
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
晴
海
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
発
表
会
が
東
京
都
三
菱
地
所
本

社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
日
、
真
庭
で
は
議

会
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
吉
永
忠
洋
副

市
長
、
前
長
尾
卓
洋
産
業
観
光
部
長
等
が
記

者
発
表
の
内
容
を
24
人
の
議
員
に
説
明
し
ま

し
た
。
議
員
か
ら
「
な
ぜ
議
会
に
相
談
な
し

Photo：北房こども園の階段

絵はイメージ

た
め
、
真
庭
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村

計
画
の
変
更
も
承
認
し
ま
し
た
。

　

蒜
山

⇔

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
で

は
、
建
物
の
配
置
な
ど
を
決
め
る
基
本
調
査

や
地
質
、
測
量
調
査
を
実
施
し
、
蒜
山
内
外

の
振
興
の
た
め
、
蒜
山
地
域
振
興
計
画
基
本

構
想
を
策
定
し
、
調
査
報
告
を
来
年
１
月
に

　

隈
研
吾
氏
が
デ
ザ
イ
ン
監
修
、
三
菱
地
所

が
晴
海
で
真
庭
産
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
用
し
、
建

築
す
る
パ
ビ
リ
オ
ン
を
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、
蒜
山
に
移
築
す
る

た
め
の
調
査
費
４
，０
０
０
万
円
を
可
決
し
ま

し
た
。
事
業
費
の
約
７
割
が
普
通
交
付
税
に

算
入
さ
れ
る
過
疎
対
策
事
業
債
を
活
用
す
る

真庭のＣＬＴ

隈
研
吾
氏
設
計
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ビ
リ
オ
ン

晴
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2020
秋

topics

事
業
費
　
～
　
億
を
想
定

15
16

© Kengo Kuma & Associates
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三菱地所本社が入る大手町パークビル

三
菱
地
所
株
式
会
社
の
概
要　

【
設
立
】
１
９
３
７
年
５
月
７
日

【
営
業
種
目
】
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
・

商
業
施
設
等
の
開
発
、
賃
貸
、

管
理 

収
益
用
不
動
産
の
開
発
・

資
産
運
用 

他

【
従
業
員
数
】
899
名

　

２
０
１
９
年
３
月
31
日
現
在

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

：

１
９
５
４
年
生
。
東
京
大
学

建
築
学
科
大
学
院
修
了
。
１
９
９
０
年
隈
研
吾
建

築
都
市
設
計
事
務
所
設
立
。
現
在
、
東
京
大
学
教

授
。
こ
れ
ま
で
20
か
国
を
超
す
国
々
で
建
築
を
設

計
し
、
国
内
外
で
様
々
な
賞
を
受
け
て
い
る
。

　

２
０
１
９
年
春
、
紫
綬
褒
章
を
受
章
。

東京　新国立競技場　隈研吾氏　共同設計

費
用
対
効
果
は
高
い
の
か
？

三
菱
地
所

建
築
家 

隈
研
吾
さ
ん

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
、晴
海
の

パ
ビ
リ
オ
ン
を
蒜
山
に
移
築
す
る
計
画

建築場所建築場所

オリンピック
選手村

オリンピック
選手村

晴海
通り

晴海
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真
庭
市
の
林
野
面
積
は
市
の

約
８
割
を
占
め
る
。
昨
今
の
雨
の

降
り
方
を
見
る
と
、
森
林
の
整

備
、
治
山
対
策
は
、
安
心
安
全
な

郷
土
と
な
る
為
に
河
川
護
岸
の

強
靭
化
と
並
ぶ
大
事
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
る
。
愛
媛
県
で
は
、

荒
廃
渓
流
か
ら
土
砂
等
の
流
出

を
防
止
す
る
た
め
に
モ
デ
ル
的

に
木
製
ダ
ム
を
設
置
し
検
証
さ

れ
、
３
月
の
報
告
で
は
木
製
ダ
ム

は
小
規
模
な
た
め
効
果
は
限
定

的
だ
が
、
間
伐
等
の
森
林
整
備
と

組
合
せ
て
実
施
す
る
と
有
効
性

は
高
ま
る
と
分
析
し
、
愛
媛
方
式

の
木
製
ダ
ム
構
造
基
準
案
を
作

成
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
受
け
、
来
年
度
か

ら
災
害
履
歴
の
あ
る
流
域
や
潜

在
的
に
土
石
流
等
の
危
険
性
が

あ
る
流
域
を
対
象
に
順
次
設
置

を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
、
一
般
に
木
製
ダ
ム
は
土
石
流

対
策
と
し
て
施
工
さ
れ
る
大
規

模
な
砂
防
ダ
ム
と
し
て
の
性
能

を
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は

な
い
と
さ
れ
、
直
接
人
家
へ
の
被

害
が
予
測
さ
れ
る
場
所
は
ふ
さ

わ
し
く
な
い
と
考
え
る
。

　

昨
年
の
７
月
豪
雨
で
は
市
内

に
お
い
て
林
道
の
崩
落
か
ら
始

ま
っ
た
土
石
流
が
下
流
に
向
け

300
ｍ
に
渡
り
発
生
し
、
100
年
生
以

上
の
立
木
を
含
む
山
の
財
産
が

失
わ
れ
る
と
い
う
被
災
事
例
も

あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
被
害
を
抑

止
す
る
効
果
が
あ
る
の
か
も
含

め
、
ま
ず
は
木
製
ダ
ム
の
調
査
研

究
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

ダ
ム
と
い
う
と
非
常
に
大
き

い
も
の
を
想
像
す
る
か
ら
堰
堤

と
使
う
が
、
全
国
で
15
道
府
県
に

設
置
さ
れ
、
京
都
府
で
は
100
を
超

え
て
設
置
し
て
い
る
。
か
つ
て
私

が
予
算
付
け
し
て
間
伐
材
を
用

い
て
建
築
す
る
よ
う
推
奨
し
、
間

で
紹
介
や
Ｐ
Ｒ
で
は
限
界
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　

日
本
人
と
外
国
人
で
は
感
性

に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
外
国

人
の
感
性
や
視
点
で
真
庭
を
Ｐ

Ｒ
す
る
手
法
を
取
入
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

日
本
人
で
は
当
た
り
前
の
景

色
や
食
べ
物
が
、
見
方
を
変
え

れ
ば
大
変
魅
力
的
な
物
で
あ
り

珍
し
い
物
、
新
鮮
な
事
柄
と
し
て

外
国
人
は
捉
え
映
像
を
拡
散
す

る
。
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
見

所
と
し
て
外
国
人
の
視
点
で
関

係
部
署
や
関
係
団
体
と
一
緒
に

な
っ
て
外
国
人
訪
日
客
を
増
や

す
よ
う
試
み
て
は
い
か
が
か
。
新

し
い
発
想
で
、
県
内
で
も
先
陣
を

切
っ
て
政
策
を
行
う
事
が
、
市
長

に
は
ふ
さ
わ
し
く
、
真
庭
全
体
が

潤
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

総
論
と
し
て
全
く
同
じ
意
識

で
、
そ
う
い
う
方
向
で
や
っ
て
い

く
。
ド
イ
ツ
人
が
、
蒜
山
の
雲
の

低
さ
に
大
変
感
動
し
た
こ
と
。
北

房
で
は
、
自
転
車
で
里
山
の
素
晴

ら
し
い
所
を
走
る
な
ど
外
国
人

の
目
で
感
じ
ら
れ
た
事
を
実
現

し
て
い
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

の
招
聘
事
業
等
も
っ
と
も
っ
と

行
っ
て
い
き
た
い
。
国
際
交
流

員
、
海
外
出
身
の
元
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
方
、
市
内
在
住
の
外
国

の
方
々
の
意
見
も
聞
き
、
国
際
交

流
室
や
観
光
局
と
一
緒
に
な
っ

て
、
真
庭
の
地
域
的
価
値
を
上
げ

る
取
り
組
み
の
中
で
大
い
に
発

信
し
、
交
流
人
口
を
増
や
し
、
よ

り
活
性
化
が
出
来
る
よ
う
進
め

て
い
き
た
い
。
知
恵
を
出
せ
ば
、

お
金
を
使
わ
な
く
て
も
存
在
感

を
出
せ
る
。

　

近
年
、
全
国
的
に
外
国
人
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
を
起
用
し
て
自
治

体
の
自
然
の
景
観
・
観
光
ス
ポ
ッ

ト
・
伝
統
文
化
・
農
畜
産
品
・
日
本

人
の
気
付
か
な
い
場
所
等
を
動

画
配
信
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
外
国

人
訪
問
者
や
移
住
・
定
住
・
関
係

人
口
を
大
き
く
伸
ば
し
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
貢
献
し
て
い
る
事
例

が
あ
る
。

　

岡
山
県
の
訪
日
外
国
人
客
数

は
倍
増
し
て
お
り
、
そ
の

６
割
は
リ
ピ
ー
タ
ー
で
、

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
訪

日
客
が
、
68
％
を
占
め

る
。
市
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
関
す
る
計
画
を
策

定
し
て
い
る
が
、
内
容
は

日
本
人
の
感
性
や
感
覚

岡山県発行外国人向パンフレット

真庭市議会
３月定例会

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

外
国
人
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ

ー
起
用
で
Ｐ
Ｒ
を
‼

治
山
対
策
で
木
製
ダ
ム

の
調
査
研
究
を

問原
　

秀

樹

問柴

田

正

志

京都市の台形型木製治山ダム
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足
。人
材
確
保
は
喫
緊
の
課
題
。

介
護
の
仕
事
は
き
つ
い
と
い
う

負
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
特
に

若
者
に
敬
遠
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。　
　
　

　

仕
事
内
容
な
ど
、
興
味
を
持

つ
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
な
い

た
め
、
職
業
選
択
と
な
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。
今
後
、
中
・
高

校
生
に
対
し
て
介
護
の
魅
力
を

知
る
情
報
発
信
が
必
要
。
業
界
と

連
携
し
、
様
々
な
対
策
を
と
る
べ

き
だ
。

　

介
護
現
場
と
の
連
携
を
図
り
、

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
現

場
体
験
学
習
な
ど
を
検
討
し
て

お
り
、
年
度
内
に
実
施
す
る
。

　

勝
山
地
区
限
定
の
特
産
品「
や

ま
の
い
も『
銀
沫
』」
は
全
国
的
に

珍
し
い
品
種
。
自
然
薯
に
も
勝

る
と
も
劣
ら
な
い
風
味
と
強
い
粘

り
、
つ
き
た
て
の
餅
の
よ
う
な
食

感
で
幻
の
山
の
芋
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。
地
区
内
で
34
戸
が
栽
培
。
多

く
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
、恒
常
的
な
品
薄
状
態
で
あ
る
。

農
家
の
所

得
向
上
に

有
望
な
特

産
品
で
も

あ
る
。
生

産
地
化
に

は
、
栽
培

面
積
拡
大

や
栽
培
農

家
の
増
加

が
欠
か
せ
な
い
。
支
援
対
策
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　

種
芋
補
助
は
難
し
い
が
、
販
路

拡
大
、
畝
立
て
機
の
更
新
を
支
援

す
る
市
単
独
の
農
林
漁
業
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
を
活
用
で
き
る
の

で
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

　

保
育
園
で
は
、
使
用
済
み
紙

お
む
つ
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
や
手

提
げ
袋
に
入
れ
て
持
ち
帰
る
。
家

庭
で
の
処
分
や
毎
日
の
名
前
書

き
も
負
担
で
あ
り
、
着
る
物
や
水

筒
と
同
じ
で
は
衛
生
的
で
な
い
。

持
ち
帰
り
を
廃
止
し
、
園
で
処
分

す
べ
き
だ
。

　

急
速
な
高
齢
化
で
介
護
を
必

要
と
す
る
人
が
増
え
て
い
る
半

面
、
担
い
手
の
介
護
職
員
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。
厚
労
省
の
推

計
に
よ
る
と
、
２
０
２
５
年
度
に

は
約
245
万
人
が
必
要
と
な
り
、
現

状
推
移
の
場
合
約
34
万
人
が
不

ド
の
増
加
、
地
域
間
競
争
の
激
化

な
ど
、
変
化
の
早
い
観
光
動
向
を

把
握
し
て
、
取
る
べ
き
対
策
の
方

向
性
を
見
き
わ
め
る
た
め
に
は

非
常
に
重
要
。
今
ま
で
は
不
十
分

だ
っ
た
と
思
う
し
、
一
朝
一
夕
に

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
企
業
経

営
、
観
光
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の

力
を
か
り
な
が
ら
、
次
の
時
代
の

観
光
関
係
の
人
材
を
育
成
す
る
。

　

３
つ
の
見
え
る
化
が
必
要
と

い
う
事
は
そ
の
通
り
で
あ
る
。
ど

こ
か
ら
来
た
の
か
、
食
材
と
か
、

そ
の
地
域
の
人
が
ど
れ
だ
け
巻

き
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
が

観
光
地
域
づ
く
り
そ
の
も
の
で

あ
り
、
そ
の
方
向
で
観
光
局
も
歩

み
を
進
め
て
い
る
。

巻
き
込
め
な
い
の
で
は
な
い
か
。

次
に
将
来
に
つ
な
が
る
来
訪
者

の
見
え
る
化
が
必
要
で
は
な
い

か
。
県
や
市
町
村
単
位
の
入
り
込

み
客
数
、
宿
泊
客
数
に
と
ど
ま
ら

ず
居
住
地
や
性
別
、
年
齢
、
旅

行
形
態
、
移
動
ル
ー
ト
、
消
費
単

価
や
リ
ピ
ー
ト
率
、
満
足
度
な
ど

を
詳
細
に
調
べ
る
こ
と
。
そ
し
て

体
制
の
見
え
る
化
で
あ
る
。
観
光

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
を
も
う

一
度
見
詰
め
直
し
、
行
政
、
観
光

協
会
、
観
光
関
連
事
業
者
、
住
民

な
ど
の
役
割
を
再
構
築
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
３
つ
の
見
え
る
化
が
実
施
さ

れ
れ
ば
、
真
庭
市
民
全
体
で
取
り

組
む
と
い
う
機
運
が
で
き
る
と

思
う
が
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
の
は

旅
行
形
態
の
変
化
、
イ
ン
バ
ウ
ン

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
新
田
産
業
観
光
部
長

答
吉
永
副
市
長

勝
山
特
産「
銀ぎ

ん
し
ぶ
き沫

」

産
地
化
へ
の
支
援
を

保
育
園
・
こ
ど
も
園
で

使
用
済
の
紙
お
む
つ
は

園
で
処
分
を
！

介
護
人
材
の
育
成
を

問

問

　

昨
年
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し

て
一
般
社
団
法
人
真
庭
観
光
局

が
設
立
さ
れ
た
。
観
光
振
興
の
戦

略
を
策
定
す
る
た
め
に
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
が
と
て
も
大
事
で

あ
る
。
組
織
内
に
そ
の
任
を
担
え

る
人
材
は
い
る
の
か
。

　

ま
た
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
対
し
て
３
つ

の
見
え
る
化
が
必
要
で
は
な
い

か
。
先
ず
経
済
の
見
え
る
化
で
あ

る
。
投
資
利
益
率
の
公
表
、
観
光

消
費
額
を
知
る
と
同
時
に
そ
の

原
価
の
地
域
内
調
達
比
率
は
ど

れ
ぐ
ら
い
か
、
地
域
へ
の
経
済
波

及
効
果
は
ど
れ
く
ら
い
か
を
明

ら
か
に
し
な
い
と
、
地
域
の
方
を

伐
材
で
十
分
で
木
材
振
興
に
お

い
て
も
良
い
。
そ
の
場
所
は
比
較

的
傾
斜
の
緩
い
渓
流
、
谷
川
に
設

置
し
、
初
期
段
階
の
崩
壊
を
食
い

止
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
災

害
防
止
の
観
点
、
間
伐
材
の
利
用

と
木
材
利
用
の
拡
大
と
い
う
観

点
か
ら
良
い
提
案
で
あ
る
と
思

う
。
岡
山
県
へ
早
速
働
き
か
け
を

し
て
い
く
。

次
の
時
代
の
観
光
関
係

の
人
材
を
育
成
す
る

問小

田

康

文

問岩

本

壯

八

次
ペ
ー
ジ
へ

「北房地域の新しい観光情報発信拠点！ 
まちの駅 AZAEセンター」

銀沫を使ったとろろめし
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認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
市

内
で
も
積
極
的
に
活
動
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
全
国
的
な
傾
向
と

　

①
西
日
本
豪
雨
災
害
の
教
訓

と
課
題
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
避

難
情
報
な
ど
、
発
信
す
る
側
と
受

け
取
る
側
の
差
が
大
き
く
あ
っ

た
。
自
ら
命
を
守
る
行
動
は
、
正

し
い
情
報
と
正
し
い
認
識
を
受

災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を

認
知
症
の
予
防
対
策
、

軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）

の
早
期
発
見

前
ペ
ー
ジ
か
ら

け
手
側
が
し
っ
か
り
と
意
識
し

て
、
主
体
的
に
学
び
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
関
係
団
体
と
協

働
し
、
命
を
守
る
体
制
、
受
け
皿

づ
く
り
を
地
域
に
つ
く
ら
な
い

と
、
実
効
性
が
と
れ
な
い
。
防
災

リ
ー
ダ
ー
を
つ
く
り
、
地
域
リ
ス

ク
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
学

び
地
域
が
行
動
す
る
。
地
域
を
能

動
的
に
、
主
体
的
に
命
を
守
る
組

織
に
変
え
て
い
く
こ
と
を
徹
底

し
て
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

②
防
災
拠
点
に
あ
る
公
共
施

設
の
耐
震
化
に
つ
い
て
質
問
す

る
。
真
庭
市
耐
震
改
修
化
計
画

は
、
特
定
建
築
物
や
防
災
拠
点
と

な
る
公
共
建
築
物
に
つ
い
て
重

点
的
に
取
り
組
む
と
明
記
し
、
改

修
率
を
平
成
32
年
度
末
ま
で
に
、

95
％
に
す
る
と
目
標
設
定
し
て

い
る
。
平
成
28
年
６
月
議
会
で
、

体
育
館
、
公
民
館
等
の
問
題
は
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
等

の
整
合
性
を
図
り
策
定
の
中
で
、

必
要
な
も
の
を
耐
震
化
し
て
い

く
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
計
画

は
で
き
て
い
る
と
思
う
が
結
論

は
で
て
い
る
の
か
。
き
ち
ん
と
命

を
守
る
施
設
を
前
面
に
立
て
、
早

急
に
、
具
体
的
に
論
議
し
て
、
進

捗
状
況
を
進
め
る
と
い
う
こ
と

が
本
当
に
必
要
だ
。
悲
観
過
ぎ
る

ほ
ど
悲
観
し
て
想
定
す
る
の
が

し
て
、
本
人
や
御
家
族
等
が
認
知

症
に
気
づ
き
、
医
療
機
関
で
診
断

を
受
け
る
頃
に
は
、
認
知
症
は
中

期
の
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
診
断
の
遅
れ
か
ら

重
篤
化
す
る
ケ
ー
ス
も
散
見
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
認
知
症

の
方
が
対
象
と
な
る
認
知
症
対

策
に
加
え
、
ま
だ
健
康
な
方
々
を

対
象
と
す
る
認
知
症
予
防
対
策

の
早
期
構
築
と
実
現
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

健
康
な
状
態
と
認
知
症
の
間

に
位
置
す
る
予
備
群
と
さ
れ
る

軽
度
認
知
障
害
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
呼
ば

れ
る
状
態
に
着
目
し
、
予
防
介
入

を
行
う
こ
と
が
認
知
症
の
発
症

や
重
篤
化
の
予
防
に
と
っ
て
最

も
重
要
か
つ
効
果
的
で
あ
る
。
健

康
な
方
や
軽
度
認
知
障
害
の
方

の
定
期
的
な
認
知
機
能
評
価
に

命
を
守
る
原
則
だ
と
い
う
の
が

西
日
本
豪
雨
の
教
訓
だ
。

　

①
・
地
域
内
の
組
織
と
の
連
絡

体
制
の
必
要
性
・
住
民
の
災
害
へ

の
危
機
感
の
な
さ
・
避
難
所
の
見

直
し
・
地
域
リ
ー
ダ
ー
不
足
・
個

別
避
難
計
画
の
策
定
と
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
。
こ
れ
ら
の
課
題

を
各
地
域
に
出
か
け
説
明
し
、
地

域
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
。
と
に

か
く
最
大
限
の
こ
と
を
し
て
、
災

害
に
備
え
た
い
。

　

②
公
共
施
設
再
配
置
方
針
も

勘
案
し
な
が
ら
、
耐
震
化
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。
久
世
体
育
館
・

久
世
公
民
館
は
、
個
別
検
討
で
、

課
題
と
し
て
十
分
認
識
し
、
災
害

対
応
を
考
え
て
い
く
。
私
も
入
り

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
で
も
検
討
し

た
い
。

最
適
と
さ
れ
る
認
知
機
能
検
査

が
あ
る
。

　

私
た
ち
で
も
受
け
ら
れ
る
認

知
機
能
の
定
期
チ
ェ
ッ
ク
の
機

会
を
提
供
し
、
潜
在
的
に
存
在

す
る
軽
度
認
知
障
害
の
顕
在
化

と
積
極
的
な
予
防
介
入
を
行
う

認
知
症
の
予
防
対
策
の
手
段
と

し
て
、
健
常
者
か
ら
軽
度
認
知
障

害
群
の
方
の
認
知
機
能
評
価
に

適
し
た
頭
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

導
入
し
活
用
を
す
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を

伺
う
。
ま
た
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
と
い
う
の
が
あ
り
、

微
量
、
少
量
の
採
血
の
み
で
わ
か

る
そ
う
で
、
医
師
会
と
も
連
携
を

し
、
啓
発
す
れ
ば
と
思
う
が
い
か

が
か
。

　

真
庭
市
と
し
て
人
権
も
大
事

に
し
、
考
慮
し
な
が
ら
認
知
症

予
防
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
重
度
化
を

予
防
し
て
尊
厳
あ
る
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
が
で
き
る
、
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
デ
リ

ケ
ー
ト
な
問
題
だ
と
思
う
が
、
医

学
の
進
歩
の
成
果
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
個
人
の
問
題
で
あ
り
社
会

的
問
題
で
あ
る
か
ら
、
重
要
な
問

題
と
し
て
捉
ま
え
て
対
応
す
る
。

問妹

尾

智

之

問岡

﨑

陽

輔

　

置
く
場
所
や
衛
生
上
の
問
題

で
園
で
の
処
分
は
で
き
に
く
い
。

今
の
時
点
は
考
え
て
い
な
い
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

耐震化が急がれる久世公民館

少量の採決で診断 MCIスクリーニング検査

答
太
田
市
長

イメージ
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関
係
部
局
の
情
報
会
議
を
開

き
庁
内
体
制
を
整
え
、
地
域
に
出

向
い
て
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い

く
。
７
月
に
は
要
支
援
者
の
基
本

情
報
を
共
有
し
て
、
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
視
野
に
入
れ
て
あ
る
程
度
の

も
の
を
作
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

働
き
方
改
革
関
連
法
案
が
参

議
院
で
可
決
さ
れ
、
中
小
企
業
で

は
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
法

案
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
で

あ
る
。
そ
こ
で
真
庭
市
の
推
進
方

針
を
伺
う
。

　

夏
季
特
別
休
暇
制
度
の
５
日

取
得
の
推
進
や
、
毎
週
水
曜
日

の
ノ
ー
残
業
デ
ー
等
を
行
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
働
き
方
改
革
関

連
法
案
の
改
正
を
受
け
て
、
５
月

の
理
事
会
で
時
間
外
労
働
の
縮

減
、
年
次
有
給
休
暇
の
５
日
以
上

の
確
実
な
取
得
な
ど
を
呼
び
掛

け
て
、
全
庁
を
挙
げ
て
ワ
ー
ク
ラ

く
、
議
会
の
声
も
、
職
員
の
声
も

し
っ
か
り
受
け
止
め
る
こ
と
を

大
切
に
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
長

の
考
え
を
伺
う
。

　

風
通
し
の
い
い
と
い
う
か
、
組

織
と
い
う
の
は
本
当
に
や
ろ
う

と
い
う
思
い
に
な
っ
て
、
一
プ
ラ

ス
一
が
三
に
な
ら
な
い
と
組
織

で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
私
も

不
十
分
な
と
こ
ろ
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
ど
う
自
由
闊
達
な

議
論
に
な
る
か
、
雰
囲
気
に
な
る

か
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
い

る
。
そ
れ
か
ら
、
主
権
者
の
方
、

議
会
、
そ
う
い
う
声
を
大
事
に
す

る
の
は
当
た
り
前
で
、
し
て
い
る

つ
も
り
で
あ
る
。
不
十
分
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
個
別
に
教
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
有
難
い
。

　

豪
雨
の
危
険
性
が
懸
念
さ
れ

る
中
で
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の

個
別
計
画
の
策
定
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
。
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

介
助
の
程
度
や
地
域
性
、
さ
ら
に

は
個
人
情
報
保
護
等
考
慮
す
べ

き
こ
と
が
多
く
、
自
主
防
災
組
織

や
支
援
関
係
者
に
お
任
せ
で
は

計
画
が
進
ま
な
い
ば
か
り
か
、
対

象
者
の
選
定
に
ば
ら
つ
き
が
出

る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
策

定
方
針
を
伺
う
。

　

市
役
所
と
い
う
組
織
を
考
え

た
と
き
に
、
下
か
ら
上
ま
で
き
ち

ん
と
物
が
言
え
て
、
言
い
た
い
こ

と
が
伝
わ
っ
て
い
く
、
民
主
的
な

風
通
し
の
い
い
組
織
で
あ
る
べ

き
と
思
う
。
も
う
一
つ
大
切
に
す

べ
き
こ
と
は
、
主
権
者
で
あ
る
市

民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
、
声
を
聴

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
の
指
示

と
周
知
を
し
た
。
し
か
し
一
方
で

は
、
真
庭
市
職
員
の
質
の
向
上
、

効
率
化
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
は
大
き
な
社
会
問
題
に

も
な
っ
て
い
る
。
現
在
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
で
働
き
方
改
革
を
推
進

し
て
い
る
。
行
事
の
精
選
、
業
務

の
効
率
化
や
見
直
し
、
定
時
退

庁
日
の
設
定
、
最
終
退
校
時
刻
の

設
定
等
を
行
っ
て
い
る
。
合
わ
せ

て
、
教
職
員
が
一
人
で
悩
み
を
抱

え
込
ま
な
い
よ
う
に
対
話
の
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

市
に
お
い
て
は
、
散
歩
等
の
園

外
活
動
で
利
用
す
る
道
路
、
児
童

の
通
学
路
等
の
安
全
点
検
は
ど

う
対
応
し
て
い
る
か
。
安
全
対
策

は
ど
う
行
っ
て
い
る
か
。

　

園
外
行
事
を
実
施
す
る
場
合
、

事
前
に
園
の
職
員
が
行
程
や
現

場
の
下
見
に
行
っ
て
危
険
個
所

を
確
認
し
、
子
育
て
支
援
課
に
届

け
出
を
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
出
る
と
き
に
は
複
数

以
上
の
職
員
が
引
率
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

三
つ
の
視
点
で
安
全
確
保
、

安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
一
つ
目
は
安
全
教
育
、
二
つ

目
は
安
全
確
保
、
三
つ
目
は
通

学
路
の
安
全
点
検
と
改
善
。
通

学
路
安
全
推
進
協
議
会
を
設
置

し
て
、
通
学
路
の
合
同
安
全
点

検
を
実
施
し
て
い
る
。
見
守
り

活
動
を
強
め
、
危
険
個
所
の
確

認
と
改
修
も
含
め
、
安
全
確
保

に
努
め
て
い
く
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

問

問

要
支
援
者
の

個
別
計
画
を
策
定

職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進

市
政
を
行
う
上
で
重

視
し
、
大
切
に
し
て

い
る
も
の
は
何
か

園
児
の
園
外
活
動
、

通
学
路
の
安
全
対
策
は

問大

月

説

子

問庄

司

史

郎

答
三
ツ
教
育
長

答
三
ツ
教
育
長

安全に集団登校中

地域防災説明会　北房振興局会議室
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考
え
て
い
る
。
全
国
で
も
使
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
お
り
、

真
庭
市
で
も
、
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
の
中
で
、
有
害
鳥
獣
対
策

に
使
う
予
定
に
し
て
い
る
。

　

周
辺
部
の
投
票
を
促
す
た
め

に
、
移
動
投
票
所
を
設
置
出
来
な

い
か  

　

真
庭
市
に
な
っ
て
か
ら
、
投
票

所
を
35
カ
所
で
再
編
は
し
て
い

な
い
。
人
口
が
減
る
と
、
今
後
出

あ
る
。
こ
の
並
木
道
を
開
放
し
て

蒜
山
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
繋
げ
ら

れ
な
い
か
。
ま
た
、
中
四
国
酪
農

大
学
の
牧
場
を
一
周
す
る
周
遊

道
に
出
来
な
い
か
。

　

そ
よ
風
で
も
葉
が
揺
れ
、
音
が

出
て
、
蒜
山
に
も
自
生
し
て
い
る

山
鳴（
や
ま
な
ら
し
）
の
植
栽
は

ど
う
か
。

　

蒜
山
を
中
心
に
中
国
地
方
を

ゆ
っ
く
り
と
観
光
す
る
周
遊
プ

ラ
ン
を
、
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
に
働

き
か
け
は
出
来
な
い
か
。

　

蒜
山
の
魅
力
を
出
し
て
滞
在

時
間
を
延
ば
し
て
い
く
。
豊
か
な

自
然
と
文
化
と
融
合
し
た
蒜
山

な
ら
で
は
の
観
光
地
を
作
ら
な

い
と
だ
め
だ
と
思
う
。
並
木
道
一

帯
は
県
有
地
、
キ
ャ
ン
プ
場
は
環

境
省
が
所
管
。
国
立
公
園
の
満
喫

プ
ラ
ン
で
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備

を
計
画
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
あ
の
道
を

生
か
さ
な
い
手
は
な
い
し
、
周
遊

に
な
れ
ば
い
い
。
早
速
酪
農
大
学

と
話
を
し
、
策
定
予
定
の
蒜
山
地

域
の
振
興
計
画
に
入
れ
て
い
き

た
い
。

　

提
案
の
山
鳴
、
風
が
吹
く
と
音

を
出
す
風
情
の
あ
る
木
だ
が
、
根

が
浅
く
風
の
影
響
で
傾
い
た
り
、

　

猟
友
会
の
皆
さ
ん
の
努
力
に

よ
り
、
相
当
数
が
減
っ
て
い
る
と

い
う
報
告
が
あ
っ
た
。
こ
れ
以
上

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一

番
だ
が
、
な
か
な
か
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
る
。
野
猿
・
カ
ラ
ス
は
、鉄

砲
で
撃
つ
こ
と
が
難
し
く
、
現
時

点
で
は
追
い
払
う
の
が
一
番
の

方
法
で
あ
る
。
野
猿
は
、
ド
ロ
ー

ン
で
追
い
払
い
、
怖
い
と
思
っ
た

時
に
は
、
そ
の
地
区
に
は
出
な
い

の
で
は
な
い
か
。

　

野
猿
・
カ
ラ
ス
・
イ
ノ
シ
シ
の

対
策
は
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
有

害
鳥
獣
を
追
い
払
う
の
は
ど
う

か
と
い
う
話
だ
が
、
有
害
鳥
獣
対

策
は
、
放
置
果
樹
等
の
誘
因
物
の

撤
去
、
防
護
柵
の
設
置
、
猟
友
会

の
捕
獲
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

野
猿
・
カ
ラ
ス
は
学
習
能
力
が
高

く
、
恐
怖
心
を
与
え
て
も
ま
た
来

る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
効
果

は
あ
る
。
ド
ロ
ー
ン
で
追
い
払
う

こ
と
も
、
一
定
の
効
果
は
あ
る
と

　

三
木
ヶ
原
の
ポ
プ
ラ
並
木
は
、

岡
山
県
を
代
表
す
る
景
観
で
し

た
。
昭
和
37
年
の
岡
山
国
体
の
時

に
植
栽
さ
れ
た
が
、
平
成
９
年
の

台
風
被
害
で
数
本
を
残
す
の
み

と
な
っ
た
。
平
成
23
年
に
岡
山
後

楽
園
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら

も
み
じ
葉
楓
100
本
の
寄
贈
を
受

け
並
木
道
の
再
生
に
取
組
ん
で

い
る
が
、
並
木
道
は
立
入
禁
止
で

て
く
る
課
題
で
は

あ
る
と
思
う
。
出

来
る
限
り
投
票
し

易
い
条
件
を
つ
く

る
の
は
、
私
ど
も

の
責
務
だ
と
思
っ

て
い
る
。
公
共
交

通
手
段
が
確
保
出

来
な
い
方
は
、
家

族
、
地
域
の
方
と

乗
り
合
わ
せ
て
投

票
さ
れ
る
の
が
実

態
だ
と
思
う
。
移

動
投
票
所
の
設
置

は
、
な
か
な
か
難

し
い
。

害
虫
に
弱
く
寿
命
が
短
い
。
並
木

道
に
ど
う
い
う
も
の
が
ふ
さ
わ

し
い
の
か
、
知
恵
を
い
た
だ
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

蒜
山
の
滞
在
を
広
域
観
光
の

中
で
伸
ば
し
て
い
く
、
そ
う
い
う

中
で
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
と
の
連

携
が
出
て
く
る
。
あ
る
程
度
広
域

で
、
そ
の
中
で
魅
力
を
出
し
た
と

こ
ろ
が
勝
つ
の
だ
か
ら
、
広
域
的

な
高
速
道
路
を
使
っ
た
周
遊
プ

ラ
ン
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
る
よ

う
に
働
き
か
け
る
。

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

Ｈ
Ｐ
で
災
害
支
援
策

の
告
知
を

蒜
山
・
三
木
ヶ
原
に

周
遊
道
の
整
備
を

移
動
投
票
所
の
設
置
を

問

問谷

本

彰

良

蒜山三木ヶ原　1周約2.4ｋｍの周遊道

大空を舞うドローン　これで猿を追う

問
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よ
う
な
仕
組
み
か
伺
う
。

　

②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
⑩
番

に「
不
平
等
を
な
く
そ
う
」
が
あ

る
。
真
庭
市
の
未
来
都
市
計
画
に

は「
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連

携
」
を
掲
げ
て
お
り
、
若
者
や
女

性
が
働
き
た
く
な
る
魅
力
あ
る

企
業
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
か
ら

企
業
へ
協
力
依
頼
を
願
う
。

　

①
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
仕
組
み
と
は
、「
真
庭
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
」
の
実
現
で
、そ
の
た
め
に

は
、
安
定
し
た
生
活
基
盤
が
不
可

欠
で
あ
る
。
そ
し
て
幸
せ
を
実
感

す
る
た
め
に
は
、
健
康
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
貧
困
と
格
差
、
地

域
に
お
け
る
格
差
問
題
が
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。一
番
必
要

な
事
は
、一
人
一
人
が
利
口
な
主
権

者
と
し
て
動
い
て
い
く
事
で
、
非

正
規
雇
用
問
題
だ
が
、
今
は
高
度

成
長
の
工
業
社
会
で
は
な
い
。
何

　

介
護
保
険
制
度
は
地

方
分
権
の
ト
ッ
プ
バ
ッ

タ
ー
と
言
わ
れ
て
ス

タ
ー
ト
し
19
年
目
を
迎

え
て
い
る
。
こ
の
間
制
度

改
正
が
行
わ
れ
る
度
に

画
一
化
し
た
制
度
へ
移

行
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。
住
環
境
が
異
な
る

地
域
で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者

へ
の
支
援
策
は
、
画
一
的
な
も
の

で
は
対
応
し
き
れ
な
い
。

　

地
域
で
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
自
治
組
織
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

な
ど
に
対
す
る
支
援
策
の
充
実

が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
様
な

施
策
を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

介
護
の
社
会
化
と
い
う
理
念

は
持
ち
な
が
ら
応
用
問
題
を
解

い
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
画
一
的

で
な
く
、
地
域
に
あ
っ
た
形
で
知

恵
を
出
し
て
頂
き
な
が
ら
真
庭

と
し
て
は
こ
う
い
う
介
護
シ
ス

テ
ム
を
一
緒
に
な
っ
て
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

答
太
田
市
長

る
状
況
に

な
っ
て
お

り
、
鹿
・

猪
・
猿
な

ど
に
よ
る

農

作

物

へ
の
被
害

だ
け
で
な

く
、
熊
な

ど
の
出
没

情
報
も
相

次
い
で
い

る
。
経
営

管
理
権
集

積
計
画
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
野
生
動
物
と

人
間
の
生
活
圏
と
の
緩
衝
地
帯

と
な
っ
て
い
た
里
山
の
整
備
を
行

う
事
に
よ
っ
て
有
害
鳥
獣
被
害
も

緩
和
さ
れ
る
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
。

　

野
生
鳥
獣
と
棲（
す
）
み
分
け

が
重
要
と
い
う
の
は
誰
し
も
一

致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
鹿
・
イ

ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
有
害
鳥
獣

の
捕
獲
強
化
と
し
て
、
集
落
ぐ
る

み
の
防
護
対
策
を
と
っ
て
頂
く
。

一
番
良
い
の
は
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー

ン
を
作
る
事
で
あ
る
が
、
今
は
減

少
面
の
対
策
を
取
ら
ざ
る
を
得

な
い
現
状
で
あ
る
。

　

森
林
経
営
管
理
法
で
は
、
経
営

管
理
集
積
計
画
を
作
成
す
る
事

に
よ
り
森
林
所
有
者
の
委
託
を

受
け
て
経
営
管
理
権
を
取
得
で

き
る
よ
う
措
置
で
き
る
と
し
、
林

業
経
営
に
適
し
た
森
林
は
林
業

経
営
者
に
委
託
す
る
。
林
業
経
営

に
適
さ
な
い
森
林
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
に
よ
る
森
林
経
営
管
理

事
業
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

森
林
環
境
の
悪
化
と
共
に
野
生

動
物
と
人
間
の
共
存
が
脅
か
さ
れ

　

市
長
は「
未
来
へ
つ
な
ぐ
真
庭

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
の
実
現
を
目

指
し
て
、
未
来
を
担
う
人
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
、
経
済
の
循
環

等
を
推
進
す
る
と
の
事
だ
が
、
現

在
は
、
妊
娠
か
ら
義
務
教
育
終
了

ま
で
、
手
厚
い
支
援
で
環
境
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。

　

①
こ
の
子
ど
も
達
を
育
て
て

い
る
親
達（
第
２
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
世
代
）
の
生
活
や
環
境
は
、
い

か
が
な
も
の
か
。
こ
の
前
後
の
世

代
は
、
就
職
氷
河
期
で
、
非
正
規

雇
用
で
働
い
て
い
る
人
が
多
く
、

厚
生
年
金
へ
加
入
も
出
来
ず
、
老

後
の
社
会
保
障
も
十
分
で
は
な

い
。
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
仕
組
み
と
は
、
具
体
的
に
ど
の

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

地
方
分
権
改
革
と

介
護
保
険
制
度
の

取
り
組
み

森
林
経
営
管
理
法
の

運
用
策

非
正
規
労
働
者
対
策
は

問

問山

本

久

惠

問柿

本

健

治

里山の風景　社地区

か
安
定
的
な
雇
用
形
態
と
い
う
も

の
が
な
い
か
模
索
中
で
、
日
々
自

己
研
鑽
だ
。
職
員
の
私
を
含
め
て

資
質
を
上
げ
て
い
く
事
も
必
要
。

一
人
一
人
の
個
性
と
可
能
性
を
伸

ば
し
て
、
誇
り
と
未
来
へ
の
希
望

を
持
っ
た
子
ど
も
育
て
て
い
く
に

は
、
親
や
家
庭
や
地
域
が
変
わ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進
し
、
市
民
・

企
業
・
行
政
皆
で
意
見
を
出
し
、議

論
し
な
が
ら
誰
も
取
り
残
さ
な
い

真
庭
を
永
続
的
に
発
展
さ
せ
て

い
き
た
い
。
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　今年で９回目とな

る早稲田大学マニ

フェスト研究所によ

る議会改革度調査で

真庭市議会が全国96

位と発表されました。全国1,788議会を調査対象とし

ており、一昨年が571位、昨年が156位、今年が96位と

いう順位になりました。井原市が88位で、残念なが

ら岡山県トップとはならず、第２位でした。

　ちなみに全国１位は北海道芽室町議会です。

　

５
月
27
日
、旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
講
堂
に
て
建
築
家
・

隈
研
吾
氏
を
迎
え
「
素
材
と
の
対
話
」
を
テ
ー
マ
に
民
間

主
催
の
講
演
会
が
行
わ
れ
、150
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
国
立
競
技
場
の
共
同
設
計
者
と
し
て
知
ら
れ
る
隈

氏
は
、
そ
の
地
域
に

根
ざ
し
た
様
々
な
素

材
を
生
か
し
た
建
築

を
世
界
各
地
で
展
開

し
て
い
ま
す
。
晴
海

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

真
庭
市
産
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ

材
を
使
用
し
た
施
設

を
デ
ザ
イ
ン
監
修
す

る
予
定
で
す
。

議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き

　新しく選ばれた古南源二議長が、６月11日東京で

開催された全国市議会議長会定期総会に出席し、国

に対して要望する事項を決めました。５月23日の岡

山県市議会議長会総会と５月29日の中国市議会議

長会定期総会へは、緒形尚副議長の２人で出席しま

した。長尾修前議長の全国市議会議長会産業経済委

員会副委員長の職は、６月11日をもってその役目を

終えました。写真は会場の東京国際フォーラム。

　ＳＤＧｓ未来杜市・真庭スマート農業オープンラボ

お披露目会が、６月４日に寄江原圃場内にて行われま

した。集落営農を、次世代に引き継ぐため新技術に感

心を持つ若い担い手の確保・育成が重要であり、自動

直進のトラクターやドローンによる防除・追肥など、実

証を行っていきます。写真は太田市長の田植機乗車。

　５月21日、新規就職者激励会が27事業所・90名の

出席をいただき開催されました。

　古南議長から、真庭市に就職されたことへの感謝

と今後の活躍に期待していると激励の言葉を贈りま

した。新規就職者を代表して、（株）古見屋羊羹・白石

和香菜さんが「職場の先輩、地域の皆様のご教示を

賜り、社会人として大きく成長していきたいと思う。

より良い地域づくりに務め、実りある人生にしてい

く」と、力強く宣言されました。

　5月19日岡山県消防学校にて、第66回岡山県消防

操法訓練大会がありました。湯原方面隊(ポンプ車

の部)と久世方面隊(同部と小型ポンプの部)が真

庭圏域の代表で出場。湯原方面隊は、５位入賞、真庭

市消防団は、５年連続入賞を果たしました。おめでと

うございます。写真は入賞した湯原方面隊。

議会改革
全国96位

古南議長　全国市議会議長会へ

スマート農業の可能性を探る
新規就職者激励会

建
築
家・
隈
研
吾
講
演
会

　 ５位入賞の湯原方面隊

太田市長から記念品を
受け取る白石さん

木材は最先端な素材と語る隈氏

96

祝 
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　委員改選後はじめての委員

会報告会が５月22日に開催さ

れました。各委員会が活動の

内容を報告する会で、報告者

に質問は行わないこととしています。

　原秀樹総務常任委員会委員長が16分、岡﨑陽輔文

教厚生常任委員会委員長が20分、河部辰夫産業建設

常任委員会委員長が10分、氏平篤正議会広報編集特

別委員会委員長が12分で委員会での内容、委員の質

疑等、各委員会の活動をまとめて報告しました。

　５月12日、新しい

メンバーになって初

めての総務委員会

が開催されました。

　消防本部、危機管理課、総務課、財政課、財産活用

課、税務課、債権回収課、会計課、総合政策課、交流定

住推進課、秘書広報課より事務分掌、主要事業につ

いて説明を受け、各委員から活発な質疑がなされま

した。写真は説明を受ける総務常任委員会。

　はじめての文教厚生常任委

員会が、５月11日に開催されま

した。本委員会は、教育委員会、

生活環境部、健康福祉部、湯原

温泉病院の事業について岡﨑

委員長のもと、執行部と各委員が意見交換を行いまし

た。市民の暮らしを充実させるべく課題解決に取り組

んで参ります。写真は議論する文教厚生常任委員会。

　５月13日、蒜山・北

房・落合・勝山・美甘・

湯原の各振興局、産業観光部、建設部から、主要事業・

事務分掌及び指定管理施設の本年度更新対象施設

（コスモスの里特産品ふれあいセンター・勝山堆肥セ

ンター）の概要についての説明を受けました。

　また、本年度実施する議会報告会の委員会報告内

容を検討し、昨年７月の豪雨災害の状況を報告する

ことにしました。

議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き議会の動き 議会の動き

　４月25日、委員改

選後はじめての議会

運営委員会（議運）を

開催しました。この日

は、議会報告会＋市民と語る会の日程と訪れる地域を

協議しました。文字どおり議会をスムーズに運営する

ための委員会です。３常任委員会から委員長と１人が

選出され６人で構成します。議長と副議長がオブザー

バーとして会議に出席し、委員の中から築澤敏夫委員

長、福井荘助副委員長が選出されました。

　写真は議会運営委員会メンバー。

　議会全員協議会のこと

を全協と呼びます。役員

改選後はじめての全協を

４月26日に開催しました。この日、最も時間を要した

のは議会報告会＋市民と語る会の議事録を業者委

託を行うか議員自身が行うか協議しました。結果、議

員が要点記録を行うことに決定しました。

　全協は、執行部からの重要施策の説明などもあり

ます。太田市長が晴海プロジェクトの説明を行った

のも全協でした。写真は議会全員協議会の様子。

議運

はじめての全協

GIKAI  NO  UGOKI

議 会

き
の

動
4月 5月 6月 7月編

はじめての
総務委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

委員会報告会

４階委員会室で

緒形

岡﨑

河部 築澤 福井

妹尾

古南

原

▼

産
建
委
の
様
子
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贈与税
交付金
４％

市税
17％

地方交付税
45％

国・県
支出金
13％

市債
12％

その他
９％

自主財源
26%

74%
依存財源

市民の広場

「
市
民
と
議
会
の

い
い
関
係
づ
く

り
」の
た
め
、
が
ん

ば
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
編
集

　    

特
別
委
員
会

議
広
会
報

７月27日(土)美甘夏ま

つり、落合納涼花火大会 

８月８日(木)湯原はんざ

き祭り、８月13日(火)中和 

ふるさと祭り、８月14日

(水)久世リバーサイドフェ

スティバル、８月15日(木) 

ひるぜん花火大会

最近背広の襟に大きなカラフルなバッジを

付けている人を見かけます。国会議員、真庭

市長、市議会議員も付けていますが、何の

バッジですか。

持続可能な世界を創るＳＤＧｓ

を推進するバッジです。国連が

定めた17項目を表す17色を使用し

ています。①貧困をなくそう②飢餓

をゼロに…⑰パートナーシップで目標

を達成しよう　などの目標があります。

ハガキとおしゃべり・・・

 完熟トマト　直

イメージ写真　モデル：小林あづ佐
歳入（296億円）の構成割合

改修した旧上田小の宿泊施設　もとこ

傘寿の祝い旅　2班 う

▼

水
墨
画「
鮎
」

　

道
下
房
子

▶
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

 

Ｋ
Ｙ
Ｏ

ハ
ガ
キ
あ
り
が
と
う

報
告
会
に
参
加
し
て

お
詫
び
と
訂
正

被災地で活躍するＣ－２輸送機　美保基地　MO

　こころとみらい　ゆうか

真 庭 の 花 火

　議会報告会＋市民と語る会

に初めて参加しました。議員さ

んが一方的に話す報告会より、

市民と語る会に時間をたくさん

使った方が良いと思います。

　地域の課題や市民の要望を

聞く会だと浸透すると若い人も

参加しやすくなるのではないで

しょうか。

語る会にもっと時間を

蒜山西茅部
砂村　英幸さん

　議員さんと意見交換するこ

とは、地域にとっても良い機会

であった。併せて、市政や議会

に関心を持つ良い機会となっ

た。野生鳥獣被害や地域振興に

ついて、具体的な話が聞けた。

我々市民も、行政や議会に頼る

だけでなく、地域の力を結集し

て地域課題に取り組んでいく。

地域の力を結集する

真庭市社
牧田　功士さん

▼

水
墨
画「
菊
」　

森
上
和
子

直径2.5cmの
ＳＤＧｓバッジ

A

Q

　

議
会
広
報
第
56
号
６
ペ
ー
ジ
の
歳
入
構
成

割
合
の
円
グ
ラ
フ
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
正

し
い
円
グ
ラ
フ
を
掲
載
し
お
詫
び
し
ま
す
。
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６
月
議
会
市
長
諸
報
告
の
中
で
う
れ

し
い
話
題
を
２
つ
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

▼
美
甘
で
江
戸
時
代
か
ら
続
く「
し
げ

や
旅
館
」の
笹
尾
充
氏
が「
ふ
る
さ
と
名

品
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」
の
地
方
創
生
賞

を
受
賞
。
食
を
通
じ
て
地
域
を
支
え
た

い
思
い
と
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

▼
６
月
15
日
か
ら
３
日
間
、
軽
井
沢
で

開
催
さ
れ
た
Ｇ
20
持
続
可
能
な
成
長

の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
及
び
地
球

環
境
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
の
会

場
近
く
に「
淀
川
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
柴
田
英

昭
氏
作
の「
真
庭
の
シ
シ
」
が
展
示
さ

れ
、
真
庭
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。「
真
庭
の

シ
シ
」
は
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
期
間

中
、
玉
野
に
居
ま
す
。

市民の広場
MANIWA

ここは市民みんなでつくるページです
楽しい気持ちでご参加ください

SHIMIN
NO

HIROBA

市民
広場

の

仲良し兄弟　優+陽

▲
真
庭
の
シ
シ　

旧
遷
喬
小
で

むぎちゃん　りさ

縁起村へようこそ　吉（よし）入口の看板　藤原 被災地で活躍するＣ－２輸送機　美保基地　MO

蒜山ではじめての乗馬　ちぃとゆぅ 反対側から見た市役所の欅　Toku

　こころとみらい　ゆうか

BO　絵画、イラスト、書、写真などを募集して

います。住所、氏名、電話番号を書いてくだ

さい。ペンネームを希望される場合も連絡

先と氏名が書いてあることが必要です。

　「投稿！言いたい」は200字以内にまと

め、ご応募ください。文責として氏名を掲

載します。誹謗中傷等の内容や紙面の都

合上、掲載できない場合があります。集 応募先 真庭市議会

宛先:24ページの緑帯欄に記載しています

う
れ
し
い
話
題
２
つ

星空の上映会　８月３日（土）19時～中町商店街

キッズシアター　山本芳信
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　正解者の中から５人に「落合羊羹」が当たりま

す。はがきに答えとあなたの住所・氏名を本ペー

ジ緑欄に記載している真庭市議会までお送りくだ

さい。当選者の発表は商品の発送をもって代えさ

せていただきま

す。締切は８月

30日（金）です。

　前号の応募総

数は21通で、正

解 者 21 人 でし

た。ご応募あり

がとうございま

した。

９
本
会
議（
開
会・提
案
説
明
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問
）

本
会
議（一般
質
問・議
案
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

  

常
任
委
員
会

　
　
　
　

  
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

  

予
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

３
日

６
日

９
日

10
日

11
日

17
日

19
日

26
日

９
月

　９月定例会の請願と陳情の受付は、８月30

日（金）までです。

　　　12月定例会の締切は11月29日(金)、

　来年３月定例会の締切は１月31日(金)、

までです。様式などの問い合わせは議会事務

局までお願いします。ただし、土日祝祭日等の

市役所の閉庁日は除きます。

　市政などについての意見や要望があるとき

は、誰でも請願や陳情を議会に提出すること

ができます。

　請願は、議員の紹介を必要とするのに対し、

陳情の場合は議員の紹介は必要ありません。

（
火
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
火
）

（
木
）

（
木
）

9月定例会の請願・陳情は
８月30日㈮まで

ふるさと
１ 枚

この夏蒜山に行こう！蒜山IC近くのスイトン。スイトン
は悪い人を食べる
妖怪。スィーと現れ、
トンと1本足で立つ！
というお話

月
定
例
会
の

日
程

お知らせお知らせ

●
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。

●
正
式
に
は
８
月
26
日
の
議
会
運
営
委
員
会
で

　
決
定
し
ま
す
。

7月に開催された、地
域の話題をざっくば
らんに語る会は

“議会報告会＋
○○と語る会”

議会改革 新たなステージへ

まにわまにわ市   章
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真
庭
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平
成
29
年
4
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
、
2
名

（
8.3
％
）
の
女
性
議
員
が
真
庭
市
に
誕
生
し
ま
し
た
。

で
は
、
全
国
の
女
性
議
員
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｄ
ａ
ｔ
ａ
は
２
０
１
８
年
の
日
本
の

女
性
国
会
議
員
比
率
は
10.2
％
で
、
193
カ
国
中
165
位
と

発
表
し
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
26
年
の
内
閣
府
男
女

共
同
参
画
局
の
調
査
で
は
、都
道
府
県
議
会
は
8.9
％
、

政
令
指
定
都
市
議
会
は
16.6
％
、
市
議
会
13.2
％
、
町
村

議
会
8.7
％
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
平
成
11
年
6
月
に

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
成
立
し
、
内
閣
府
は

女
性
議
員
の
割
合
30
％
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す

が
、ま
だ
ま
だ
政
治
の
世
界
は
男
性
社
会
で
す
。

　

真
庭
市
議
会
に
女
性
議
員
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ

る
変
化
を
職
員
に
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
男
性
議
員
の
言

葉
づ
か
い
が
変
わ
り
、
明
る
い
雰
囲
気
に
な
っ
た
と
声

を
聞
き
ま
し
た
。し
か
し
、女
性
が
議
員
と
し
て
活
動
し

て
い
く
た
め
に
は
、
活
動
の
時
間
確
保
や
子
育
て
支
援

な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
有
り
ま
す
。

ま
た
議
員
は
、外
部
環
境
や
内
部
環
境
の
変
化
に
対
す

る
情
報
や
知
識
を
得
る
努
力
が
必
要
で
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
の
も

実
感
で
す
。

（
文
・
大
月
）

クイズ
議  会

13
日（
金
）

12
日（
木
）

18
日（
水
）

20
日（
木
）

５社の羊羹 各１名に

女性議員の割合
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